


心 の 糧
十二使徒評議員会補助

ヘ ン リー Ｄ．テ イ ラー

理 性 的 判 断 の な い 従順 は， しば しば， 盲 従 と呼 ばれ る。 しか し， 従 順 は， そ れ

が 絶 対 的 な ， 疑 い な き信 仰 に基 い て い る時 に は， 盲 従 で は な い。

信 仰 と従 順 に よ っ て， 驚 くべ き こ とが成 し遂 げ られ る。 予 言 者 ニ ー フ ァイ は，

荒 野 に あ る時 に， 大 海 を 渡 る船 を造 る こ とを主 に よ り教 え られ た 。 （１ニ ー フ ァ

イ １７：１７）

ニ ー フ ァイ は 兄 弟 た ち の疑 い と嘲 笑 に会 い なが ら も， 神 の言 葉 に従 った。 そ し

て 彼 は ，主 の命 令 を行 な う方 法 が 必 ず 与 え られ る と い う信 仰 と確 信 を 持 っ て い

．た 。謙 そ ん に， しか し威 厳 の あ る態 度 で， 彼 は兄 弟 達 に宣 言 した 。 「も し も神 が

私 にす るよ うに 命 じた も うな らば， 私 は あ らゆ る こ とを す る こ とが で き る。 も し

神 が私 に この水 よ土 に なれ と言 え， と命 じた も うな らば ， 水 は 土 に な るか ら， 私

が も しそ う言 え ば そ の通 りに な る 。」 （１ニ ー フ ァイ １７：５０）

現 在 で は， 主 か らの霊 感 に よ って ， 数 多 くの素 晴 ら しいプ ロ グ ラ ムが， 教 会 に

与 え られ て い る。 これ らの プ ログ ラム は， 教 会 幹 部 の保 証 ，承 認 祝福 を有 して

い る。 我 々は この大 切 な助 け を与 えて くれ る， 主 の お選 びに な った し もべ の語 る

こ とを よ く聴 い て い るで あ ろ うか 。 ま た天 父 か ら霊 感 と啓 示 によ り， 彼 らに もた１

ら され る勧 告 に よ く従 っ て い るで あ ろ うか 。
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今 月 の 表 紙

今月の表紙は， アロン神 権回復 を

記念 して，ハ リー ・ア ンダー ソン画

伯の モーセが， アロンを按手聖 任 し

て いる油絵です。詳 しい説明の記事

は Ｐ２６１に掲載 されています。



筏 鷹冨饗
ジ ョセ ブ ・ス ミ ス

ム か ら １４９年 前 ， わ ず か １４歳 の 少 年 で あ っ た ジ ョセ フ ・一７

ス ミス は， そ の真 剣 な 祈 りの答 え と して， 神 か ら啓 示

を 受 け た と宣 言 した 。

その 宣 言 は 簡単 明 瞭 で絶 対 的 な もの で あ っ たが ， 人 々．はそ

の 真理 を 疑 った の で ジ ョセ フ は驚 い た。 彼 はた だ事 実 を 宣 べ

た にす ぎな か った。 キ リス ト教 界 に とって ， そ れ は打 撃 とな

り， 宗教 構 造 を ゆ るが し， 根 底 か ら くつが え す 稲 妻 に も似 て

い た。 ．

ジ ョセ ブ ・ス ミス の最 初 の メ ッセ ー ジの 中 に次 の よ うな 二

つ の 大切 な要 素 が含 まれ て い た。 第 一 は， 神 は 人 間 に語 りか

け る骨 肉 の体 を もち た も う方 で あ る と い う こ とで あ り， 第 二

は全 て の キ リス ト教 会 の信 条 の中 に，真 の救 い の計 画 が な い

とい う こ とで あ る。

事 実 ， 神 の 目か ら見 て ， そ の 「信 条 は こ とご と く悪 む べ き

もの」 で あ り， また 「信 条 を 口 に寸 る者 た ち」 は 「人 の誠 命

を 教 え と して 」教 え， 「神 を敬 う様 をす れ ど も神 の力 を 否 ん

で 」 い る もの で あ った 。 （ジ ョセ フ ・ス ミス ２ ＝１９， ２ テ モ

テ ３参 照 ）

そ の

の

知 識

源 は ど こ か

大管長 デ ビ ド α マ ッ ケ イ

ドｒ

一般の説の否定，聖職者たちに対する挑戦として，金髪の

青い眼をした若者のこの大胆な宣言 は， ナザレのイエスの時

代から後には類のないものである。ウオルムスにおけるルー
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テルの反抗でさえ， これにはおよばない。なぜなら，ルーテ

ルの努力は，はじめはただ教会の腐敗 した行ないの数々を浄

化しょうとするものであり，一方ジョセブ ・スミスは当時の

教会の信条は神に認められず， ことごとく誤っていると宣べ

たからである。この宣言の結果，ジョセブ ・ス ミスは宗教界

か ら直ちに排斥されることになった。

彼はその時代の学問や哲学を知 らず，芸術や科学を教わる

こともなく，また教え導いてくれる哲学者や聖職者もなく，全
のミ 　 ロ

ぐ孤 立 した存 在 で あ った 。 彼 は す ぐに そ の 偉大 な メ ッセ ー ジ

を人 々 にわ か りや す く，親 切 に伝 え たが ，人 々 は 彼 を嘲 笑 し，

非 常 に軽 べ つ して 次 の よ うに言 った 。 「……今 の 時 代 に 示現

だ の啓 示 だ の とい うよ うな こ とが あ る もの か ， す べ て この よ

うな こ とは使 徒 の時 代 で終 って い る。●も うこれ か ら決 して そ

の よ うな こ とが あ る ものか 」と。 （ジ ョセ ブ・ス ミス ２ ：２１）

この よ うに して， １４歳 の ジ ョセ ブ ・ス ミス は， 人 に知 られ

た あ らゆ る船 に対 抗 して， 宗 教 思 想 の大 海 へ ただ 一 人 で 船 を

出 す に まか され た 。彼 は 自 ら船 を造 っ た こ と もな く， その 造

る のを 見 た こ と さえ もな か った。 も し彼 が ペ テ ン師 で あ る な

ら， 彼 の造 っ た船 は， ほ ん と うに そ まつ な もの で あ っ た で あ

ろ う。

ま た も し彼 の造 った もの が ， そ れ に先 だ つ数 百 年 の 間 に，

学 者 や哲 学 者 が 世 に与 え た もの に優 って す ぐれ た もの で あ っ

た と した ら， 人 々 は驚 いて 次 の よ う に言 わ ざ るを得 な い で あ

ろ う，「この人 は，そ ん な 知 恵 を ど こで得 た の で あ ろ うか 」と。

す る と， 孤 独 の よ うに見 え た彼 が ， シ ナ イ 山の モ ー セや オ

リ ブ山 の イ エ スの よ うに類 まれ な存 在 で あ る こ とが わ か る。

主 や 予言 者 た ち が そ う で あ っ た よ うに， 彼 の教 え は， 人 間 ．

のつ くった 経 路 を 通 して で は な く， あ らゆ る知 識 の源 で あ る

神 か ら直 接 に来 た の で あ る。 ジ ョセ ブは次 の よ うに言 って い

る。 「私 は ごつ ごつ した粗 い石 で あ る。 主 の御 手 に導 かれ て

は じめて ， 私 の上 にハ ン マ ζ と ノ ミが ふ るわ れ るよ うに な っ

た。 私 は天 の知 識 と知 恵 を ただ 求 め るの み で あ る」 （教 会 歴

史 Ｐ．４２３）

ジ ョセ ブ は神 か らの導 き を受 けて ， そ の教 え の 正 しさを は

っ き り と証 明 し， 恐 れ る こ とな くそれ を宣 べ た めで あ る。 ジ

ョセ ブ ・ス ミス が教 え る際 に は， 権 威 あ る もの の こ ど く教 え

た 。 彼 に と って そ：の教 え が， 人 の考 え に 一致 す るか しな いか

また 一 般 の 教 会 の 教 え に 合 うか， あ るい は真 向か ら対 立 す る

か ど うか は問 題 で は なか った 。 彼 に 与 え られ た もの は，賛成 ，、

不 賛 成 ま た調 和 ， 不 調 和 に関 係 な く，教 会 の信 条 とな り， 人

２５４

類一般の標準となった。

有益ばか りでな く興味深いことは，今 日の進んだ思想が，

一世紀以上も前にジョセブが権威をもって教えた事柄にとて

もよく調和 していることである。ジョセブの生活を導いてい

るスピリットは明らかに初めから正しいものであって神が彼

に語 りたもうた素晴 らしい宣言 に一致している。彼は自らこ

う語っている。 「神が望みたもうことは，それがなんであろ

うと，またその出来事が起こって しばらくたつまで我 々にそ

の理由がわか らなくとも， すべて 正 しいのである。」 （予言

者ジョセブ ・ス ミスの教え，Ｐ．２５６ 英文）

ジ ョセフ ・ス ミスが神の啓示を求めて，地上にキリス ト教

会を組織 し，権威あるもののごとく教え，儀式を執行 したと

しても，その権能に関してなんの疑いも残 さないのである。

この末日の業がまさに始められるに当たり， この神権時代

におけるキ リス ト教会不動の隅の首石が置かれた，すなわち

それはキリス トの教会につけるあらゆる事柄において，イエ

ス ・キリス トの御名によって行なう権能である。

神に関する事柄を行なうには，神から召されなければなら

ないというジョセブの宣言の妥当性や教会の完全な組織，す

なわちその管理，律法，人類の必要と進歩にすばらしく適応

させる事柄など，ジ ョセブ ・スミスの教えは，救い主と使徒

により教えられたことと一致 している。このほか，大いなる

末 日の数々の事柄は，たとえそれが部分的に理解された時で

さえも，思慮深い人 々に予言者の知恵の源について深 く考え

させるのである。

彼が宗教思想に影響をおよぼしたということは，だれにも

明 らかである。人々が認めても認めなくても，一世紀半前に

天か ら訪れた光は，長い間人々の心を支配 してきた暗黒を次

第に晴 らしているのである。

我々が この一世紀半を顧みて，少年予言者が宗教界の嵐の

中に唯一人で立って，神が語 りたもうたことおよび地上に正

しいキリス ト教会はなかった と宣言 しているのを見る時，ま

たジョセブが， 自分の公言を果たすために，当時の哲学者に

よって生みだされたものや最 も知恵ある人々に優って，何物

かを世に与えなければならなかったことを知る時，あるいは

また彼が自分の知恵と知識にだけ頼って， これを為 し遂げる

には，いかに無力であったかを理解する時，彼は人類の知恵

により示されたものに優 る輝かしいものを今日の世に与えた

ので，確かに末日の選ばれた予言者であったと結論せざるを

得ない。

』、
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母鯉織譲謙 譲器庶蔀磐
その人は私達の肉体を作 り， さらに精神的，霊的，道徳的な

生命を与えて くれました。

「母」という言葉には象徴的かつ比ゆ的な意味が含まれて

います。昔，キケロは 「感謝は徳の母である」 と言 い ま し

た。心からの感謝 とは，神を敬 う心，信仰，そして大きな希

望を生み出すという意味で一種の母であると思います。人の

特性，理想，才能にもそれを生み出す母があることを理解す

るのは有益なことです。そして時折，物事の結果を調べてみ

て，それを生み出した力をよく知ることもよいと思います。

神の御子にも母が必要であったという事実は興味深いもの
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ス タ ー リ ン グ Ｗ ． シ ル

です。私達は一年に一度，昔ベツレヘムの夜にマリヤがイエ

スの天命をこの世にもたらした話を思い起 こします。新約聖

書には，イエスが旧約聖書から引用 した箇所が８９あります。

イエスは母について何回引用 しているで しょうか ？

一般に，聖書は地上における偉大な財産であると思われて

います。聖書には，私達が永遠の栄光ある生命を得るための

道が示 されています。予言者の母や，また私達が窓恵を受け

ている文化の形成を助けたすばらしい女性達によって，聖書

の内容は非常に豊かなものとなっています。

聖書の中の母を学ぶには，神御 自身の初めを学ぶ とよいと

思います。私達の生命はすべて天において始まっています。

パウロは言いました。 「……肉親の父はわたしたちを訓練す

るのに，なお彼をうやまうとすれば，なおさら，わた したち

はたましい，の父に服従 して真に生きるべきではないか」 （合

ブル １２：９）

確かに，天においてもいつこにおいても，母な くして，父

があろうはずはありません。天も女性な くして天 とは言えま

せん。神は賢明にも人のすばらしい不死不滅の霊を宿す肉体

をお創 りにな りました。

それから神はアダムについて言っています。 「人がひとり

でいるのは良 くない」 （創世 ２：１８）そしてアダムの妻とな

るべ く選ばれた偉大な女性のために，女性の体が用意された

のです。女性が男性よりも肉体的に美 しく，性質もおだやか

で，愛 らしく，霊的に創 られていることは興味深 い こ とで

２５５



す。女性は，人間になる恵みを待っている偉大な霊達の母と

なるべく備えられたのです。前世において，アダムは天使長

ミカエルとして知られており，イヴは偉大な夫となるべきア

ダムにとってた しかにふさわ しい人でた し。２人が人類の先

祖 となる特権を受けたのは，前世においてすぐれた霊であっ

たからです。

２人の眼が共に開けてか ら，主はアダムに働 くこと，額の

汗によって食物を得る必要のあること．を説明 しました。神の

与えたもう記録にも 「妻なるイヴもまことに彼と共に働きた

り趣 と書かれてあります。そして，聖霊がアダムに下 り，ア

ダムとイヴが神よりたくさんの啓示を受けました。アダムは

神を讃めて言いました。 「われ罪を犯せし故にわが眼は開け

た り。われこの世に生 きて悦びを受け，われまた再び肉体に

在 りて神を見ん。」 またその聖なる記録には 「・ｆヴ，すべて

これ らのことを聞き喜びて言いけるは， もしわれら罪を犯 さ

ざりせぱ，われ ら子孫を得ざりしならん。 また善悪の区別 も

知 らず，われ らの瞭わる喜びも知 らず，すべて従順なる者に

神の賜わる永遠の生命も知 らざりしな らん，と。アダムとイ

ヴとは神の御名を讃め，息子娘 らにすべての事を知 らしめた

り。」 （モーセ ５＝１０～１２）と記されています。 ２人とも喜ん

で子供たちに教えたに違いありません。カインが生まれた時

イブは喜んで 「わたしは主によって，ひとりの人を得た」と

言 っています。 （創世 ４＝１）

弟のアベルが生まれてから，およそ９００年の間， この地上

に人類家族を有効に築きあげることが最初の両親の責任でし

た。この両親は悪へ進む子供をもつという悲劇を知っていま

した。 しか し，カインが弟を殺し，自分の身におそろしいの

ろいを受けた時，両親の驚きはいかばかりだった で し ょ う

か。予言者ダニエルは， 「日の老いたる者」または 「もっと

も老いたる者」と呼ばれるアダムがその民に審判を行 うため

に座る時について言っています。 「彼に仕える者は千４，彼

の前にはべる者は万々」 （ダニエル ７＝９～１４）その時が来 ．

たら，確力～に，私たちの忠実なる母，イヴはアダムのかたわ

らに座 していることでしょう。

聖書の中に，いろいろな点においてイヴに似ているもう一

人の女性が出て来ます。サラはプアラハムの妻でした。主は

サラを 「国々の民の母」と呼び，彼女の子孫から， もろもろ

の民の王たちが出るであろうと言いました。サラとその夫ア

ブラハムは彼 らの国の罪深い人々を捨て，神を助けて義 しい

人々の偉大な新 しい国をつ くるように選ばれたのです。サラ

は美 しく，その高い資質と偉大な人格は今もな却聖なる歴史

のページの中に明るい光をはなっています。彼女は理性があ

り，忍耐強 く魅力的でした。明 らかに，アブラハムとの遊牧

の天幕生活 も楽 しそうに見えます。．

サラは９０歳を過 ぎて，長子であるイサクを生みました。サ

ラは自分とアブラハムがいつもエホバに対 して抱いていた愛

を・ｆサクにも向けようとしました。ヒサラの死後，イサクはリ

ベカが妻 として天幕に入るまで，誰 も天幕に人を入れずに母

２５６

に対 して 深 い敬 愛 の情 を 示 した ので す 。

聖 書 の中 の も う一 人 の偉 大 な女 性 は ラケ ル で す。 （ラケ ル

に は平 和 な， 柔 和 な と い う意 味 が あ ります ） ヤ コ ブは １４年 間

の労 苦 の後 に， ラ ケ ルを 妻 とす る こ とが 出 来 ま した。 しか し

ラケ ル もみ こ も らな か っ た の です 。 神 の最 初 の祝 福 は 「生 め

よ， ふ え よ， 地 に満 ち よ 。」 （創 世 １＝２８） で した。 そ して こ

の 自然 の本 性 は ラケ ル の心 に も しっか りと植 えつ け られ て い

た の で す。 絶 望 の あ ま り， ラケ ル は悲 痛 な さ け びを あ げて 言

い ま した、 「わ た しに子 ど もを くだ さい。 さ もな い と， わ た

しは 死 に ます 。」 （創 世 ３０１１） つ い に， ラケ ル は ヨセ ブ を生

み ま した 。 息 子 ヨ セ ブは 待 ち に 待 っ た 甲斐 の あ る子 ど もで し

た。 しか しこ のす ば ら しい 女 性 の 生命 も ２番 目の息 子 ベ ニ ヤ

ミ ンを産 んで 若 く して 終 った の で す。

ラケル はす ば ら しい 容 ぼ うを 持 ち ，言 葉 使 い もや さ し く，愛

す べ き性 質 を 持 って いた に違 い あ りませ ん 。 ヤ コ ブが ラケ ル

を永 遠 に愛 した こ とが わ か ります 。 ベ ツセ ヘ ムの 道 に今 もな

お ラケ ル の葬 られ た場 所 を 示 す 石 柱 が あ り私 た ち の 心 に 歴 史

上 の もっ ともす ば ら しい 愛 の物 語 の 一 つ を思 い起 こ させ ます 。

ヨケ ベ デ は ３人 の有 名 な子 ど もた ち， す な わ ち モ ー セ， ミ

リア ム， ア ロ ンの母 で した。 彼 女 は強 い信 仰 を持 ち， 機 知 に

富 ん だ 人 で した。 政 府 の命 令 に よ り， 生 まれ たば か りの モ ー

セの 命 を 断 た な け れ ば な らな くな っ た時 ， ヨケベ デ は パ ピル

スで 編 ん だ か ごを作 り， そ れ に アス フ ァル トと樹 脂 と を塗 っ

て モ ー セを そ の中 に入 れ， 川 岸 の葦 の 中 に か くしま した。 そ

の時 ， パ ロの 娘 が 身 を洗 お う と川 に 降 りて モ ー セ を 見 つ け ま

した。 モ ー セを じっ と見守 って い た姉 の ミリ ア ムは王 女 の と

ころへ 走 って 行 き， モ ー セの母 を 乳母 と して， ま た将 来 偉 大

な人 とな る息 子 を 教 育 す る者 と して 呼 ん で まい り ま しよ うか

と申 し出 ま した。

聖 書 に 出て くる感 動 的 な女 性 にル ツが い ます。 ル ツは 義理

の母 ナオ ミに よ く仕 え た の で祝 福 され た ので す 。 ナオ ミは 夫

と ２人 の息 子 に先 立 たれ ま した。 一 人 残 され て ， ナオ ミは 故

郷 の ベ ツ レヘ ムに返 る こと に決 め ま した。 しか し， 未 亡 人 と

な った ２人 の 義理 の娘 に は， 新 しい夫 を 見つ け， モ ア プ に残

る よ う に説 得 しま した 。 しか し， ル ツは義 理 の母 を愛 して い

た ので 一 緒 に いた い と望 み ま した。 彼女 は最 善 を尽 して， 年

と っ た女 性 と若 い女 性 の間 に時 お りみ られ る美 しい愛 情 を示

して くれて い るの で す。

ル ツ は義 理 の母 に言 い ま した 。 「あな た を捨 て ， あ な た を

離 れ て帰 る こ とを わ た しに勧 め な いで くだ さ い。 わ た しは あ

な た の行 かれ る所 へ行 き， ま た あ な た の宿 られ る所 に宿 りま

す。 あ な た の 民 は わ た しの民 ， あ な た の神 は わ た し の 神 で

す 。」

「あ な た の 死 な れ る所 で わ た し も死 ん で， そ のか たわ らに

葬 られ ます 。 も し死 に別 れ で な く， わ た しが あ な た と別 れ る

な らば， 主 よ ど うぞ わ た しを い くえ に も 罰 して くだ さい 。」

（ノレツ １ ＝１６～ １７）

そ して ル ツ もベ ツ レヘ ム に返 り， そ こで ボア ズ の小 麦 畑 で

．「「
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落ち穂拾いをしました。それか ら，ナオミの正 しい導きによ

り，ルツとナオ ミはすてきなロマンスを くりひろ げ’た の で

す。後に，ふたりはダビデの曾祖父母となったのです。

聖書の中の気高い女性として，偉大なヘブライ人の予言者

サムエルの母ハンナがいます。ハンナの神に対する献身は他

に類のないもので した。ハンナは子供が生まれない精神的な

苦 しさのためにいつも泣いて暮 していました。彼女はシロの

神殿で祈 りをささげ，そこで神が彼女に男の子をさずけるな

らば，その子を一生神にささげることを誓いました。神がハ

ンナの祈りを聞き届けられたので，ハンナも神 との約束を守

りました。息子がわずか ３歳の時に，勇敢にもハンナは息子を

神殿へ連れて行 って従順に主の前にささげられました。サム

エルはエリの指示のもとで祭司の務めを始め，ついに，神殿

の祭司となり，それか ら主の予言者となりました。サムエル

の偉大な特権の一つにイスラエルの主ダビデに油をそそいだ

ことがあげられます。 〕

次にイエスの聖母マリヤの話に移 りましょう。 この特別な

息子の母 となるべ く神から選ばれたマリヤのような若い女性

について考えてみることは非常に興味深いことです。彼女は

純粋な心 とりっぱな人格を持っていました。彼女の生命は完

全に神の御手にあ り，今だかつてどの女性にも求められたこ

とのない偉大な任務を与えられていました。習慣により，マ

リヤは非常に若 くして母 となりました。 しか し主に対 してこ

の上な く謙そんであり，献身的であり，絶対の従順さを持っ

ていました。マリヤはいとこのエリザベツに自分が神の御子

の母 となるべきことを打明けた時に言っています。

「わたしの魂は主をあがめ

わたしの霊は救い主なる神をたたえます。 この卑しい女

をさえ，心にかけて くださいました。今からのち代々の

人々は，わた しをさいわいな女と言うでしょう。

力あるかたが，わたしに大きな事をして くださったから

です。

そのみ名はきよ く」． （ルカ １＝４６～４９）

確かに，マリヤはベツレヘムでその胸に御子キリス トをい

だいた時，喜びの涙を流 して感謝 しました。イエスが りっぱ

な大人に成長するのを見守 りながら，やは り喜びの涙を流 し

たに違いありません。 しか しそれから，人々の敵意がイエス

に向けられ，ついにマリヤは十字架の下で悲しみの時を待た

なければならなかったのです。たとえ・イエスは死んでも，マ

リヤは女性の中にあって大いなる祝福を受けた人なのです。

私たちは積極的に物事を考えようとするとき，反対の消極 ．

的な面から考えてみると，よりはっきりとすることがありま

す。何年 も前に，母の日を広めた物語が リリース ・シェルに

よって 「今ひとりの婦人」 （ＴｈｅＯｔｈｅｒＷｏｍａｎ）という題

名によって書かれました。それは十字架のはりつけの話の一

部で，十字架で起こった苦悩と苦痛が描かれています。のど

の渇きと，かわいたくちびる，それに酢いぶどう酒について

書いてあります。もそ して，地震と暗やみ，恐怖のあとに最後

の 苦痛 の叫 び が あ りま した。 十 字 架 の上 か ら， イ エ ス は愛 す

る弟子 の方 を 向 き， それ か ら母 に 「婦 人 よ， ご らん な さ い。

これ は あ な た の子 で す 」 と言 われ ， ヨハ ネ には 「ご らん な さ

い 。 これ は あ な た の母 で す 」 と言 わ れ ま した。

（ヨハ ネ １９：２６～２７参照 ）

す べ て が 終 る と， ヨハ ネ は マ リヤ とサ ロ メそ れ に も うひ と

りの婦 人 を 自分 の家 に連 れ て 行 き ま した。 そ の夜 お そ く彼 ら

の泣 いて い る と こ ろへ ，誰 か が扉 を た た きま した。 ヨハ ネが

扉 を開 け る と， 見 知 らぬ 婦 人 が 立 って い ま した。

ヨハ ネが 婦 人 に 「どな た を 捜 して い るの です か 」 と尋 ね る

と，

い ま ひ と りの婦 人 は 「十字 架 に かか られ た方 の お母 さ んで

す 」 と言 い ま した。 層

ヨハ ネは 「彼 女 は 中 に い ま す。 で も今 は， そ っ と して お い

て あ げ た い の で す」

そ の婦 人 は 「入 れ て も らわ な けれ ば な りま せ ん」 と 言 っ

て， ヨハ ネを押 しの け， 明 る い入 口 の方 へ 行 き ま した 。 そ の

入 口 の 向 こ うで は， 婦 人 た ちが 悲 しみ に くれ て座 って い ま し

た。 彼 女 は 目が 明 りに慣 れ る まで 少 しの間 立 ち 止 ま って， そ

れ か ら， 捜 して いた 婦 人 を 認 あ る と マ リヤの 方 へ 歩 い て行 っ

て 「あ な た を な ぐさ め に ま い りま した 」 と言 い ま した 。

マ リヤは 「ど う もあ りが と う。 あ な た が どな た で あ っ て も

私 はあ なた に感謝 を さ さげ ま す 。」 と雷 い ま した。

す る とい まひ と りの 婦人 は言 い ま した。 「あ な た は幸 い な

る御 方 で す」

そ の言 葉 を 聞 い て お ど ろ い た よ うに１ イ エ ス の母 マ リヤは

涙 に ぬれ た 目 を あ げ見 知 らぬ婦 人 の顔 を ， じっ と見 つ め ま し

た。 彼 女 は そ の顔 を見 る と， 自分 のつ ら い悲 し さ も忘 れ て し

ま い ま した。 「ま あ姉 妹 ， 私 こそ あ な た を お な ぐ さめ しな け

れ ば な りませ ん。 あ な た の失 わ れ た もの， あ な た の悲 しみ は

き っ と大 き な も の に違 い あ り ませ ん。 ど うぞ私 に話 して くだ

さい ませ ん か ？ あ な た が どな た か教 え て くだ さい ませ んか

？」

「私 の 名前 は ジ ュデ ィス と申 します
。 ユ ダ の ケ リオ テか ら

まい りま した 。」 とそ の婦 人 は答 え ま した。
可．々 刃 ヤ は言 い ま した

。 「さあ， あ な た の悲 しみ を 話 して 下

さい ませ んか ？き っ と， お役 に たて る と思 い ます。 よ ろ こん

で悲 しみ を共 に しま し ょ うっ」
ロ ドド

「私の悲 しみはあなたには決 しておわかりにならないもの

です。」 とジュディスは言いました。 彼女は手をそっとひた

いにおいて，灰色 の髪の毛を払いのけ，それからのどの苦 し

さをやわらげるかのようにのどの回りに手をやりました。 う

わず った声でそっと言いま した。

「私はイスカリオテのユダの母です。」

私はもう一人の偉大な女性に敬意を表 してこの話を終りた

い・と思います。その人は，私たち自身の母です。神の助けに

より，私たちが母にとってかけがいのない者になれ ますよう

に。
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意 識 性 … ・・こ れ ぞ 神 の 与 え た も う
「私は才能なんかないのよ。これっぽっちの創造性 も持ち

合せていないわ」

私はこの言葉を他ならない親友の口か ら聞いたのです。友人

のにこやかな，美しい顔を見て，私はひそかに思いました。
「あなたはひどい考え違いをしているわ。美はそれ自身神の

与えたもうものなのよ。あなたはその恵みをそんなにいただ

いているで しょうに」

私は，彼女と二人で過ごしたある時のことを思い出しまし

た。かすかなあかりの中で休みなく揺れ動 く海 に青いもやが

かかって，白いカモメが岸にうちよせる波の上を舞ってお り

ました。あらゆる色が空色 と乳白色に溶け込み，天は手の届

くような近 さに感 じられました。 しばしの沈黙の後で彼女は

息を殺して言 ました。 「何 と素晴 らしいことでしょう。青と

白の完全なシンフォニーだわ。あ、， これを言葉で表現出来

るだけの才能があったらどんなにすてきでしょう。」

また，別れの時，私たちは小 さな湖のほとりで，ひざまで雪

にうもれて立っていました。突然太陽がさんぜんと輝き真新

しく降った雪に照 りはえて，ジルコンのような輝きをまき散

らしました。光 り輝 くその風景はさほど大きくもない水たま

りに映し出されておりました。彼女は感激 して思わず涙をう

かべ，それを恥ずかしく思 うようす もありませんでした。彼

女だけでな く私 もそうだったのです。

私たちはともすれば次のように考えがちですが，それは一

体どうしたもので しょうか。創造的であるためには，何かし

ら具体的に創 り出さなければな らないと。たとえば，詩を書

くとか，交響曲を作曲するとか，あるいは絵を描 くとかいう

ふうに。それでは一体，すでに世に出された本を充分な理解

と鑑賞力をもって読むたくさんの人々，あるいは単に目や耳

だけではな く心全体で偉大な美術や音楽に接する人々は，創

造性からは無縁だというのでしょうか。また，私の友人のよ

うに，その鋭い感受性か らあふれ出た感動が他の人の感動を

も引き起 こすとしたら， このような人は創造性とは無縁なの

で しょうか。 この受動的な恵みこそ，能動的な恵み，すなわ

ち俗にい う創造性 よりももっとわかりやすくとらえやすいの

ではないで しょうか。

創造性とい うことは才能よりもむ しろ態度の問題であると

思います。創造性は天才の占有物ではないのです。程度の差

はあれ，創造性はあらゆる人間が生来身につけているもので

す。そしてこの創造性は自分自身よりも偉大なものに対する

心の反応に伴 って大きくなってゆくのです。このような態度

は，雨上 りの晴れやかな落 日を見る時に強められることで し

ょう。また，夜，星空をながめ，広大な宇宙の無限さに思いを

はせる時に明らかになることでしょう。あるいはまだ体が濡

れているような生まれたての赤ん坊を見る時に感 じる畏怖の

念によって花開 くことで しょう。神に対する感謝の念 と神 と

の静かな語 らいこそ心を高めるものです。このような態度，

すなわち鋭い意識性が具体的な行動へとか りたてられた時そ

れが創造性 となってくるのです。私たちが才能ある人と呼ぶ

ような人たちはこの意識性を本能的に持っているのです。そ

うでない私たちは，意識性をみがき， どのようにしたら具体

的な行動がとれるかを学ばなければならないのです。

東洋の人々は意識性に基をお く芸術をもっております。彼

らは自分自身や交わる人たちの間で身近な美や喜びをそれぞ

れに深 く楽 しもうと努めております。たとえば，日本人の家

屋には月見用の特別な窓が設けてあることがあります。たま

たま満月の頃に極東を訪問したとしますと，あなたはきっと
「お月見」に招かれることでしょう。その席では言葉をかわ

さずに，屋根にあふれるばか りの月光をながあた り，銀色に光
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恵 み
る庭をながめた りするのです。その席にあなたを招いた人は

素晴 らしい美にひた り切るために全注意力をあつめることが

必要だと思 うことで しょう。

日本では初雪も月見同様のよい機会です。ある婦人は自宅

の庭に初雪の景観を楽 しむために小さな休憩所をもうけてお

ります。彼女 と客人たちは，白い世界へと刻々移 り変ってい

く景観を静かに座ってながめているのです。私たちが受動的

な才能 と称 した状態で，人々が初雪を楽 しんでいる間に，自

分の感動を何かの形で表現出来る人たちは絵の具やイーゼル

やペンをとりだして 自分の印象をとどめておきます。

感受する才能 も，より創造的な才能と同 じように幼少の頃

か らはぐくまれてこなければなりません．赤ん坊の世界は新

鮮で，新 しく，おどろきと興奮で満ちてお ります。赤ん坊は

この地上に 「まだ天の栄光に染まったままで」やって来るの

です。 もし幼年時代のおどろきを大切に育てたり，大人が常

に再発見 してあげなければ，子供の持つ生来の直感力は曇っ

て大人になる以前に失われて しまうことでしょう。

私がまだほんの子供だった時の忘れることのできない夜の

お話を したいと思います。私は突然起 こされ外へ連れ出され

ました。パジャマ姿のまま，けげんに思って空を見あげると

空はまるで燃えたつようでした。
「オーロラよ」母が言いました

。 「北国の光なのよ」

私はこれからもきっと，この時にきざまれた印象を忘れる

ことがないでしょう。北方の地平線は燃え立って お りま し

た。バラ色の弧をえがいて，ピンクと黄色の帯がリボンのよ

うに空をつつんでおりました。そ してそのリボンは時折，風

にゆれる優美なひだのように動いてお りました。輝 きがさざ

なみのように変化 し，ちょうど炎の舌のようでした。 この雄

大な現象は，北アメリカではまれにしか見ることが出来ませ

マ ー ラ ・ グ リ ー ン ウ ッ ド ・ セ イ ン

ん．私は後になって思いました。きっと賢明な両親はあのよ

うな素晴 らしい眺めに くらべたら，子供の眠りを中断するの

は大 したことではないと判断したのでしょう。あの感動的な

夜以来，輝 く落日， ピンク色の雲，そして薄いすき透るよう

なピンク色のスカーフさえも私を郷愁にさそうのです。

あの夜の感激は子供にもわけ与えられました。あの日のこ

と，私はまだ小さい息子の手をとり日没時のバラ色に色どら

れた山を指さして言いました。 「神様はどんな芸術家より，

もっともっと偉大だわ。ねえ坊や。神様は私たちの世界をこ

んなに美 しくして下さっているのよ」

息子は数 日後私を感動させました。遊んでいる時に興奮 し

て私を呼びました。 「ママ，ママ，天のお父様は山を全部 ピ

ンク色に塗って しまったよ，きっと世界中で一番・大 きい絵筆

をもっているんだね」私の子供は気づき始めたようです。
「自分の子供 に一体どうや

ったら自然について教えられる

で しょうか。私は自然について何 も知 らないと同然だわ。木

の見分けがつかないし，小鳥も見分けがつかないし，星や月

にいたっては何が何だか皆 目見当つかないわ。私が知 りもし

ないことを教えるなんて出来ないことです」とある母親が言

いました。

感 じるということは，知るということよりも大切なことで

す。かりに月見の席にいる人たちの中に宇宙に関する科学的

知識を持ち合せている人がいたとして も，それでも各人は宇

宙空間の不思議と畏怖の念にうたれることで しょう。子供の

ころ私はオーロラの素晴 らしさに触れました。そしてその時

私は，あれは私の遠 い遠い祖先が住んでいた北方の国の真夜

中の太陽なのだよと教えられま した。 説明はそれで充分で

した。私は何ら科学的な根拠 もな しに，つまりオーロラは太

陽か ら放出される荷電粒子，すなわち電子が地球の磁場を飛
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来する時に反射されて発生するのだとい うごとを知 らないま

ま，オーロラを見て創造の不可思議さを感 じたのです。この．

科学的な知識はオーロラを見た夜に目覚めた好奇心によって

ず っと後になってから得たものです。今私の心の中の創造性

は， それについて何かをしなさい と， 私をうなが していま

す。 盲目のヘレン ・ケ ラ ー女史が著書 「三つの感覚を通 し

て」の中で次のように述べています。 「私は両親と教師に強

く訴えたい。小さい時から五感を正 しく使 うよう子供たちを

訓練するようにと。文化を更新 してい くための何よりも確実

な希望は常に子供たちに存している。子供たちが高等教育を

得るために，視覚，聴覚，触覚，臭覚，味覚を通 じて，喜び

を見出 し関心を呼びさますように根気強 く励まさな くてはな

らない。教育のいろいろな形態に見られるように，子供の感

覚はその個性に適合するような方法でみがかれるべ き で あ

る。
………私は次にあげるような ことが赤ん坊 に良い効果を与え

るということに気づいた。つまり美 しい色，または美しいカ
ーブを描いている貝殼をよく見せること。 うっとりとさせる

ように音楽を聴かせること。母親や父ｉ親といった赤ん坊が好

きな人に触れさせること。臭いをかいでニッコリするような

花の香 りをかがせること。赤ん坊の健康維持に気をつか うと

同じように，母親が赤ん坊の感覚の育成にも気を配れば，彼

女の努力は教え切れないほどの報いを受けるであろう。子供

の五感は忠実な妖精のように，いつくしんで大切にするなら

ばそれにこたえて限りない忠誠をちかい，美 しい夢の虹の端

の輝きを与えてくれ る。その子供はいつ も空と地上と海に心

を引かれ，心をなごまされるであろう。感覚をより豊かにす

るだけでな く， こうすることによって霊的に成熟する好機に

恵まれるのである。 というのは，肉体の状態と霊的状態には

深い関係があることを私は確信 しているからである。内面的

な世界への入口となる五感や，あるいはその内のどれかがあ

れば，個々人は克己と共に完全な喜びを受ける能力を得 る」

小さいけれども素晴らしいものがしば しば見過 ごしにされ

ているようです。今まで虫めがねで砂粒をごらんになったこ

とがありますで しょうか。それはバラの花 のような形をして

おり，まるで結晶質の宝石のようです。顕微鏡で雪片を見た

ことのない子供は，素的な経験をふいにしていることになり

ます。砂漠でひろった砂の宝石は私を不思議な思いでいっぱ

いにしました。その形は花のように入 りくんでいて，まるで

人の手で細工 したように完ぺきな彫刻です。小さな蟻のさま

ざまな活動は創造の奇蹟です。・あらゆる花，単純な形を した

葉，あるいは虫めがねでのぞかれる小さな生物は予想 も出来

ないような美と複雑さを私たちに見せてくれます。

視覚だけでなく，他の感覚 も， もっともっどたくさんの喜 ．

びを私たちにもたらします。春のにわか雨の後の湿った土の

芳香，温かいパンのにおい，ジャムを作っている台所か らに

おって くる香料のかおり，潮が満ち干する時の磯の香，花畑

からただよって くるまざり合６た花の甘いにおい。

聴覚はちょっとした注意力を必要 とします。春の朝，人や

車の行き来の音や，人々が仕事をは じめる音のしない前 そ

う，夜明け前に子供を起こしてごらんなさい。そして子供 と
一緒に聞き耳をたててごらんなさい。きっと今まで耳にした
こともないいろいろな音に気がつ くことで しょう。たぶん鳥

たちの夜明けのコーラ系ですｑこま鳥，つ ◎み，それにすず

めといった鳥でしょう。幸運な人はよたかのウィッポーウィ

ルが夜中から夜明けまで歌い続けているのを聴 くことができ

るかもしれません。風が非常にさわが しい夕方など，往来の

ざわめきは風にまぎれてしまい意外 と静かな場所が見つかる

ものです。耳をすましてごらんなさい。渡 り鳥が他の鳥に呼

びかけている鳴声を，すぐに聴き分けることが出来るで しょ

う。

いつも子供 の関心を良い音楽に向けるようにして下さい。

いつ も良い音楽が家庭にあるようにして下さい。子供と一緒

に腰をおちつけて音楽を聴けるような時間をおとりなさい。

いろいろな音や リズムを聴いて一体 どんな事が心に思い浮か

ぶか子供に尋ねて，子供の想像力を刺激してやって下さい。

子供たちは感覚と感情でもって音楽を理解 していくのです。

あなたご自身の考え方で子供に枠をはめないようにして下さ

い。子供を音楽の世界で自由に放っておいて下さい。良いレ

コー ドを用意 して，レコー ド・プレーヤーを自分であっかえ

るようになりだすと，子供に好きなようにさせて下さい。 こ

のような事はあなた方がお考えになっているよりもずっと早

い時期にできるようになるものです。子供が好きな時，好 き

なレコー ドを聴けるようにしておいた方が良いと思います。

ある曲に精通すると，きっとその曲の作曲者について知りた

がるでしょう。また，音楽の表現について も興味をもつよう

になるでしょう。子供 と一緒に，たとえ調子はずれで も一緒

にお歌い下 さい。喜んで，また，気楽に歌って下さい。子供

と一緒に踊って下 さい。音楽を体を動か して表現 した り，演

じた りするように励まして下 さい。

身近かにある，驚嘆すべき事に気づいたり，それを探究す

ることは楽しい娯楽以上のものを私たちに与えて くれます。

人生の浮沈みや悩みに無関係に，強い意識性を持つことは内

面的な平和 と満足感をもたらしてくれます。意識性が強 くな

ければな ら１ないことに気づいた人は，終生持続する力をたく

わえたことになるのです。その人は知的にも肉体的にも，いや

しと断えざる更新の力をた くわえているのです。神に対する

信仰は，神がお造 りになったものの驚異に思いをめ ぐらす間

持続されます。鋭い意識性によってそれを表現するために何

らかの才能を結ぶゑ も．しれません。それは他の人を助けるこ

とになり，ひいては人類に祝福をもたらすことになります。

感受の才能は私たちみんなが等 しく得 ることができます。

と言いますのは自然は永遠に私たちの働 きかけに応えてくれ

るからです。都市に住んでいようが田舎に住んでいようが，

私たちは等 しく同じ青空を分ち合い，ほとんどの人は，夜明

け，たそがれ，日中の太陽の輝き，夜の星明 りを見ることの

できる目を持 っているのです。風は森で歌っています。しか

し私たちはそのこだまを家のひさしで聴 くことができるので

す。都市であっても，田舎であって も，雨を見ながら，雲か

ら海 までの雨 の旅路に思いをはせることもできます。鳥は秋

になれば渡って行 ってしまいますが，また歌いながら帰って

きます。その歌は聴 く耳を持つ人にはおしみなく与え られる

のです。季節はいつ も約束を守 り，私たちはそれを讃える歌

や子守歌を歌 うこともできます。私たちに必要なのは時間を

とること，心を開いてものに感 じるための時間をとることな

のです。
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完成 した絵

リ チ ャ ー ド Ｊ． マ ー シ ャ ル

聖 典 に記 され た 出来 事 を描 いた数 々の糸会が教 会 の

あ らゆ る展 示 や教材 に使 用 され て い ます が， この た

び新 しい絵 が完 成 され ま した。 米 国の ハ リー ・ア ン

ダ ー ソ ン画 伯 の手 にな る この絵 は， 聖書 に記 され た

大 切 な 出来事 のあ りさまを よ く物語 って い ます 。 こ

の絵 は，神 の命 に よ りモー セが ア ロンの頭 に手 を按

いて それ以 後 ア ロ ンの名前 がつ け られ た小 神権 また

は レビ神権 の鍵 を授 け てい る場面 で す。 この絵 を通

して ア ンダ ー ソ ン画伯 は， この神聖 な 出来 事 に対す

る 自分 の考 え を表 現 して い ます 。

聖書 を た’ん ねん に調 べ た こ とが， この絵 によ くあ

らわ れて い ます。 そ こには４０年 間荒 野を さまよい歩

いて いた時，強烈 な太 陽が 照 り輝 く日に，幕 屋 の中庭

にい るレゼ 人 の兄 と弟 。主 の命 を受 けて モ ーセが建

てた幕 屋 にか こ まれ て い る中庭 は， 「…… 長 さ １００

キ ュ ビ トの亜 麻 の撚糸 のあげ ば りを設 け， その一方

に当 てな ければ な らない」（出エ ジプ ト ２７：９）と記

され てい る ように外界 か ら護 られて い ます。 中庭 の

まわ りに肩 を並 べて立 ってい る レ ビ族 の男 が見 え，

その何 人か は， 光 る金 属製 の笛 を持 って い ます 。

モ ー セは， 「…… あな たの兄弟 ア ロ ンとそ の子 た

ち… … とをあ なたの もとに ごさせ ，祭 司 と してわ た
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しに仕え させ一」（出エ ジプ ト２８：１） るよ う主 か ら命

じられ ま した。 ア ロ ンの ４人 の息 子 の うち ２人 は，

幕屋 の入 口に立 って，兄 に祝 福 と， 権能 を与 え て い

るモ ーセを見 て います。

ア ロンの衣 服 につ いて もよ く考 え られ てい る よ う

で す。事 実， ア ンダ ー ソ ン画伯 は 出エ ジプ ト記 の聖

句 か ら苦 心 して描 き ま した。 とい うの は主 は ア ロ ン

が 着 るべ き衣服 を聖書 で述 べ てお られ るか らです。
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それ は， 「彼 の栄 と麗 しさを もたせ …… 祭司 と して

わた しに仕 え させ な けれ ばな らな い」 （出 エ ジプ ト

２８：２～３） とい う ものです 。 この啓示 で は， 衣 服 の

各 部分 につ いて特 に強 調 され ま した。 金 糸 ・青 糸 ・

紫 糸 ・緋糸 で織 り，宝 石 を ４列 に並 へ， 各 宝 石 に

は， 十 二支族 の一 族 の名前 を刻 みつ けて 胸 当を作 れ

とい う もので した。 その他 に ２つ の宝石 が あ り， そ

れぞ れ， エ ポデ または外 衣 の肩に つ け， この宝 石 に
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もイス ラエル の ６人 の子供 の名前 を刻 むの です。 そ

して この ２つ の宝石 は， ２本 の純 金の鎖 で胸 当 につ

な が ってい ます 。主 はす べ て これ らの石 の種類 や 各

部分 の長 さ， ひ ろ さを指 示 されて 「巧 みな術」 で作

編らせ よ うとな さいま した。つ ま り， 「第 二列 は， エ

メ 塗ル ド， サ フ ァイア， ダイヤ モ ン ド。 第三 列 は黄

水晶． めの う， ア メジス ト」（出エ ジプ ト２８：１５， １８

～１９参照） 他 吸 人に は見 え ませ ん が，胸 当 に は神 聖

なウ リムと トミムがあ り，それはアロンが 「イスラ

エルの子たちのさばきを， その胸にお く」 たあのも

のです。

他に，衣，帯，「主 に聖な る者」（出エジプ ト２８：

３６） と刻んだ帽子または式帽や，色彩豊かな衣 のす

そにつける金の鈴やざ くろについて も詳細に描かれ

ています。

これ らの神聖な衣の大部分は， 古代ユダヤ人 の風

俗習慣 についての品が保存 されているニュー ヨーク

市のヘガ ライ博物館での調査による ものです。

幕屋の祭壇 と扉の間の黄銅の上にあるよ くみがか

れた青銅の洗盤は太陽にきらきら輝いています。祭

司たち， アロン，息子 たち， その他 レビ族 の人 たち

は，祭壇で務 めをす る前または．幕屋 の聖所に入 る

前に洗盤で手足を洗 うのです。ユダヤ入の伝説学者

によると， この儀式は，幕屋で神の務 めをなすため

に必要な神聖さを象徴 しているとのことです。

モーセが洗盤を作ろ うとした時， イスラエルの女

は自分が使 っていた黄銅や青銅の鏡を この神聖な器

を作 るために捧げました。 アロンの衣 と同様に，洗

盤のデザインも聖書 とヘブライ博物館を参考に しま

した。下で足を洗 い，洗盤では手を洗 います。

幕屋には，祭壇が二つあ ります。それは幕屋の内

側の幕の前にある香をた く祭壇 と，外庭にある幡祭

用の青銅製の祭壇です。青銅をかぶせたアカシヤ材

でできた青銅の祭壇は聖書にはっき りいわれてい る

ように環 と横木がついています。ユダヤで は， この

外庭の祭壇が大切であることが伝説 として語 り伝え

られて来 ました。 この祭壇は神聖な幕屋 の入 口にあ

り， 「犠牲によらず して，エホバに近ず くことあた

わず」 という主 の誠命をはっきり教えています。洗

盤や播祭の祭壇などの大 きな金属品と厄介な幕屋外

の壁 は，組み立 て， とりこわ して，毎 日毎 日荒野を

運びました。そ してそれ らは， モーセの確固たる権

能の もとにイスラエル人 の信仰 と秩序を芽ばえさせ

るもので した。

この絵が若人の指針 とな り， イスラエル人の彷径

の意味を知 っている者への力とな り， 神の神権 と神

の王国を求めて見 る人 々の心を開 く鍵になればと願

っています。

２６３
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大 いな る母 とな るた めに

フ ロ ー レ ン ス Ｂ． ピ ノ ッ ク

「ぼ くのお母さんの作 った クッキーは世界中で一番おい しいよ」

と一人の少年が 自慢 しま した。 「ぼ くのお母 さんだ って アイスキ ャ

ンデ イや一 日中なめてい られ る様な棒 あめが作 れ るよ」 と四歳にな

る子供が大声でいいま した。それに負 け じともう一人の少 年がｒ叫び

ま した。 「ぼ くの お母 さんは何で も出来るよ。 とて も怒 っている時

で も，や さし く笑 う事が出来 るんだ。」 そ うなのです。 母親 とは，

子供達の 目には とて も大 きな もの として映 り，当然の事なが ら子供

達 は母親 に最 も大 きな信頼をおいてい るのです。

母親 とは

お休み のキス

朝の心地 よい輝 き

陽気 な 「い って らっ し やい」

うっとうしい 臼にカ〉か った虹

優 しくた しなめて横 にふ る頭

背 を軽 く打つ手

そばで お祈 りす る膝

正直 な答 え

誠 実な活動家

一杯 になって いるク ッキー入れ

より良 き明日を開 くとび ら

その他数 え切れない程の事柄 ま さに

母親 は偉大 な存在です。

１メー トルの高 さにもな らない子供 が母親 の顔 を見 るためには，

か らだ を後に そらせ るか，見上げ るか しなければな りませ ん。十代

の子供達は大 砥母親 と同 じ背丈にな っていますが， もっと背 丈が伸

びた と して もなお， 自分よ り低 い母親 を，見 上げる様 な気持 でいま

す。従 って母親の役割 とはなかなか大変な ものなのです。

母親 にな って初めてわが子を抱 いた時か ら，彼女 は子供 の愛 と尊

敬 にあたいす る者 とな るのです。 彼女は来 る日も来 る日も，毎年 毎

年，休 まず しか も完全に責任を持 って保護 し愛 さなければな りませ

ん。 またいつ も自分の子供達の中 に望 みを見出 してい るのです。母

親 というもの は決 してあ きらめ るとい う事が出来ません。 だか らこ

そ， おいしい ク ッキーや アイス キャンデ ィーや砂糖 菓子を作 り，物

事が順調 に行 っていない時 にもほほえんで子供 達か ら尊敬 され，一

日一 日の中 に幸福な，陽気で明 るい面を見出 し，ガ ミガ ミ小言を言

わず に子供達 を導 き，大切 なことがで きな くて も子供 達を励ま し，

決 して涙 をこぼ さず に元気を出 し，泣 き言をいわずに問題 に対処 す

ることもで きるのです。

その他 にも母親 が大 きな存在であ るために しなければな らない毎

日の事柄がた くさんあ ります。 家庭 とい うものは両親 の ものであ る

とともに子供達の もので もなければな りません。家庭の とび らは広

く子供達の友人を迎 え入れ るため に開かれてい るべ きです。 そ して

「もちろん， ダンスの後で お友達 を連れてい らっしゃい。 バ ター ワ

ッフルとあた たかい ココアを用意 ．しててあげますよ」 とい う母親 の

声が聞 こえて いな ければな りません。母親に とって娘や息 子に 「教

会の帰 りにお友達 を連れて いらっしゃい。一緒 にアイスク リー ムを

いただきま しょう」 とい う事 は簡単です。

このような，母親 のたゆ まぬ努力が，子供達の酋敬 と愛 とをかち

とるのです。 これ らの積極的な習慣が出来れば どの子 も毎 日喜 こび

に満 たされ るで しょう。 いうまで もな く母親は洗濯や料理で忙が し

い ものですが， このような時 にこそ母性愛への報酬 として大 きな配

当を受けるのです。子供達 は母親 の中 に強 さを感 じるに違 いあ りま

せ ん。 そ して，傾 いた壁 のよ うな母親で はな く，彼 らの背骨を しゃ

ん と強 めて くれる母親 を必要 と して いるのです。

大 いなる母親 が持 たねばな らない要素 の中で愛 こそ最 も重要 なも

のです。 この愛 は優 しく包 んで あげるような ものであ ると同時に し

っか りした，確 固たる ものでなけれ ばなりませ ん。母の愛 には時 に

は子供 を叱責す るだけの力 と公 明正大 さが なければ なりません。

母 の愛 は孤独 をいや し，勇敢 であれ と励 ます もので なければな

りませ ん。 このよ うな愛 が自分 の娘 を素晴 らしい女性に， そして

息子 を立派 な男性 に成長 させ るのです。本 当に母親 の愛 とは全て

を含 んでいるのです。我 々の長兄 であるイエス ・キ リス トは御 自分

の教 えをのべ伝 えさせ るために三年 間で十二人 の弟子 を養成 なさい

ま した。母親 には 自分 の子供 を教育す るのに１９年か， それ以上の年

月があ ります。 イエス様 は弟 子達 を愛 し正 しい行 いをさせ ました。

イエス様 と同 じ様 に母親 も自分 の子供達 を愛すべ きです。母 とい う

ものは愛を もって耳 を傾 け，愛 をもって話 したいものです。

これができればその母親 は本 当に子供達 の目に大 きな存在 とな り

そ してまた世界に とって も偉大 な存在 となるのです。
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『ナ ン バ ー ワ ン 』

の

ク リ ス チ ャ ン

ジ ョ ー ジ ・ デ ュ ラ ン ト

■

第二次世界大戦は間接的な方法で南朝鮮にキ リス ト教 精神を導 入

す るとび らを開 きま した。朝鮮動乱 の後，私は連 合軍の一員 として

駐留 して いま した。

韓国 に到着 して間 もな く，私はキ リス トとその教 えについて関心

を持 ってい る人 々がい るとい うことに気がつきま したが，同時 に，

本で読み，話に聞いていたキ リス ト教 の徳 と，おそ らくはキ リス ト

教徒であろ うと思われ る兵隊たちの実 際の行 動 とが，あま りにかけ

はなれているために韓 国人は当惑 している とい うことも 知 り ま し

た。

韓 国の市民は私 たちが面倒 がって いる仕事 ，たとえば台所仕事 の

よ うな雑 用をす るために毎 日キ ャンプに来 ま した。

その鋤 きに応 じて賃金 を支払 うとい うこの協定 は彼 らにとって も都

合のよい もので した。彼 らがキ ャンプに くる時 にはｚ我 々もそうで

すが，雑草 と木 の間にできた小路 を通 ります。 その路上で，兵隊 と

韓 国人 が会った場 合，韓 国人 は，わきの雑草 の中 にとび込 んで兵隊

が通 りす ぎるのを待 ちます。 こういう状態 を見て，私 はこのような

ことがあるべ きではないと考 えま した。

ここは彼 らの国なのです。我 々は，だれで あって も道をゆず るべ

きなのです。です か ら私 は自分がわ きにどいて韓 国人を まず通 して

あげる という ことを実行 しま した。彼 らは驚 いた ようですが，同時

に喜 こんでもいるようで した。 間もな く私 は彼 らの名前をた くさん

覚 えて，彼 らが道 を通 りす ぎるとき名 を呼んで挨拶 しま した。

何 ヵ月 かたって，私 は兵隊た ちが韓国人 と話 し合 うため に老 え出

したとい うい くつ かの方法 を知 りま した。

その中 の一つ に， ちよつ と変つたや り方が あつて，物 事のよ しあ

しを表現す るの に， とて もよい時には 「ナンバー ワン（一番）」，とて

も悪 い時 には 「ナンバー テン （十番）」 とい う呼び方です。 た とえ

ば，我 々が韓国人を立派な ジー プにのせた とした ら， 「これはナ ン

バー ワンの ジープだ」 とい うことにな り， もし 「これがガ タガ タの

ジー プだ った とした ら 「これは ナンバーテ ンの ジープだ」 とい うこ

とになるわけです。

我 々の キャンプでは，伍長以上の階級 の者 は食堂 に行 ってテーブ

ル につ くと韓国人労働 者が食事を運 んで くるとい うきま りにな って

いま した。 それ以下の階級の者 は皆 な らんで， 自分 の食事 を運 ばね

ばな らないのです。 あ る日私 が食堂 に行 った時，行列 が長 か ったの

で，すでに食事を していた五人の友 人のテーブルに行 って行列 が も

っと短 か くな るのを待 っていま した。 そのテーブルで彼 らと話 して

い る時，だれかが私 の肘 に さわ るのを感 じて目を上 げる と，私 の横

に一人の韓 国人 労働者 が食事 のお盆 を持 って立 って いま した。

彼 がそのお盆 を私 の前 に置 こうとす るので，私 は自分 の肩 につ い

てい る階級 章を指 さして 「そんな ことを して はいけないよ，私 はた

だの兵 隊なのだか ら。 」 と言 いま した。

彼 は涙 ぐんだ目で私 を見 おろ して静 かに言 いま した。 「私がや り

ます。貴方 はナ ンバー ワ ンの ク リスチ ャンだか ら／」

私 は彼 がなぜ こう判断 したのか知 って います。私が した ほんの小

さな ことのためなのです。 こ うした小 さな事柄が一番の ク リス チャ

ンを作 り上 げ， そ して この小 さなことが集 まって生活 と呼ばれ る大

きな ものを作 り上 げるのです。

２６５
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イ エスはますます知恵が加わり，背たけも伸び，そして神

と人か ら愛 された。 （ルカ ２＝５２）

されば，彼は始めに完 きを受けず して絶えず恩恵に恩恵を

加えられ，ついに完 きを受けしなりＱ （教義 と聖約 ３９：１３）

２６６

多 くの場 合， 私 た ちは他人 の行 動 に完全 さを求 あ

る よ うで あ る。他 人 の行 動 が 自分 の思 い通 りで な い

と， しば しば い らだ ちを感ず るので あ る。 い らだ ち

だ けでな く’， 抑 え よ うの ない怒 りにな る こ と も あ

る。例 え ば， あ る親 は， 自分 の子供 に 肉体 的， 心理

的な苦 痛 を課 す 。多 くの場合， この親 は子供 の ため

に な るとぽ考 えて いな い。 まだ十分 に成 長 して いな

い子供 の もどか しさや不満 か ら自分 が逃 れ よ う とし

て い るので あ る。

も し親 が子供 の立 場 を良 く考 えて みれ ば， 心身 と

もに成長 す るに は時 間 がか か る ことに気が つ くで あ

ろ う。人 は２０な い し２５歳 になつ て よ うや く肉体 的 に

は成 熟 す る。 ま さか， ５歳 の子供 に， 「さあ，大 人

にな って お くれ」 とはい えな い し， さ りとて，突 然

大 人 にす る こと もで きな い 。 知 的， 感 情的， 社会

的， 霊 的 な成 熟 も同様 で あ る。 それ ぞれ成 熟 に達 す

るには， 進 歩 の道を た ど らな けれ ばな らな いので あ

る。 あ ざま しい成長 を とげ た例 と して， 以下 の話 を

考 えて みよ う。

１．醜いあひるの子

ハ ンス ・ク リスチ ャン ・ア ンデル セ ンは卵を かえ

してい る あひ るの物語 を書 いて い ます 。何 日か た っ

て，一 つ以外 は次 か ら次 へ と卵が か え りま した。 そ

のた った二 つ残 った卵 は なかな かか え りませ んで し

た。 つ い に， そ の大 きな卵 が割れ て 「とて も大 き く

て醜 い」 ひなが ころげ出 て きたので した。

「『何 て み っと もな いん だ。 もう， が ま ん で き な

い』 そ して一 羽 の あひ るが飛 びか か り，醜 いひな の

首 にかみつ きま した …か わい そ うなあ ひ るの子 …」

めん ど りた ちに も突 っつ かれ， 押 され， い じめ られ

ま した。
の

「これ が生 まれ た最初 の 日ので きご とで， それ か

ら，事 態 は ます ます 悪 くな りま した。 かわ い そ うな

あひ るの子 はみん な に追 い 回 され， 兄 や姉 た ちで さ

え 「あ一 あ， 猫が バ カでか いお前 をつ か まえ た らな

あ』 と言 い ま した。母親 もどこかへ行 って くれ た ら

と思 って い ま した。 あ ひるた ちは， かみつ き， めん

ど りはつ っつ き， 家畜 にえ さをや る女 中は足 で け っ

とば しま した」

その後， 醜 い あひ るの子 は逃 げ 出 し，生 垣 を飛 び



越 えま した。す るとやぶ にい た小 鳥 た ちが驚 いて，

空へ 飛ん で行 きま した。「『き っと僕 が醜 い か らだ』

と考 え て， 目をつぶ りま した一 そ して， や っ と逃

げ 出 しま した。 どん どん歩 い て行 くと， 野が もが住

ん で い る大 きな沼 に 出ま した。 そ して， す っか り疲

れ切 って， 打 ち しおれ， そ の夜 は沼 の近 くで寝 ま し

た」

野 が もも醜 いあひ．るを快 く思 い ませ ん で した。犬

も醜 い あひ るを見 て， 逃 げて行 きます 。 それ に驚 い

た めん ど りは こんな ふ うに言 うので した。 「本 当 に

まぬ けなあひ るね」

醜 いあひ るの子 は と うと うひ と りぼ っ ちで広 い世

界 に行 こ うと決心 しま した。 そ のあ ひ るは とて もつ

らい思 いを しま した。 やが て， 寒 い冬 がや って来 ま

した。 暗 い冬 もす ぎてつ いに春 がや って来 ま した。

あ る 日， た ま らな くな って飛 び あが ろ うと しま し

た。す る と飛 べ るで は あ りませ んか。 「気 がつ い た

時 には，大 きな庭 の上 に来 て い ま した。 ここは春 の

息吹 きが感 じ られて， とて もさわや かで した。 そ し

て， 茂 みの と ころに， ３羽 の美 しい 白鳥 がや って来

ま した ……醜 い あひ るは その堂 々と した 白鳥 を見 た

と きに， なん と もいえ ない悲 しい気 持 にな りま した

『あ の立 派 な鳥 の と ころへ飛 ん で行 こう』殺 され る

か も知 れ ない と思 い ま したが， 『あひ るにか みつ か

れた り， めん ど りにつ つか れた り， 家 畜 の世話 をす

る女 中に け られ た り， 寒 い冬 に こごえ るよ りも， あ

の鳥 に殺 された方 が いい や』 とひ と り言 を言 つて，

白鳥 の方 へ寄つ て行 きま した。 す ると白鳥 はあ ひ る

を見 つ け ると こつ ちへ くるで は あ りませ ん か。 あひ

るは こわ くて ふ るえ ま した。 そ して首 を水面 へ うな

だれ ま した。

「けれ ど も， あひ るが きれい な川 の中 に見 た もの

は何だ ったで しよ うか。 それ は 自分 の姿 が 写 ってい

ま した。 で も もうあの醜 い， あい きよ うの な いパ ぶ

か っ こうな灰 色 の あひ るで はな か ったので す。一

きれ いな 白鳥で した…… 白鳥 にな った あひ るは， つ

．らい苦 しい ことに たえた ことを喜 び と感ず るよ うに

．な りま した。訪 れ た幸 福 が しみ じみ とわか ったので

。 そ して， 羽 の大 きな 白鳥 が新 しい仲 間 のまわ り

肉陰ぐ る ぐると泳 ぎ まわ り， 口ば しで やさ し くなで ま
らゆぽが

し た 」 ．＿ ． 壷

２．・アルマの霊的成熟

「と ころが モ ーサ ヤの息子 た ちは無 信者 の仲 間 に

入 って い た。 また アル マの息子 の一 人 もそ うで あ っ

た。 この息子 は父の 名を とって アル マと呼 ばれ たが

かれ は非常 に罪深 い男で 邪神 を信 じ，言葉 が 多 くて

よ く人 にへつ らい， 多 くの者 を ま どわ して 自分 の し

て い るよ うな邪悪 を犯 させ た。

この男 は人 の心を い ざな って民 の間 にい ざ こざを

起 し， 神 の仇 に民 の心を 司 ど らせ たか ら神 の教会 が

盛 にな る ことを非常 に さま たげ た」

（モ ーサ ヤ ２７：８，９）

しか し， アル マの生 活 は変 った。一 人 の天使 が現

れ て，次 のよ うに言 った ので あ る。 「汝 が た とえ 自

分 で亡 び よ うと思 う と も， この後再 び神 の教会 を亡

ぼ そ うと して はな らぬ」 （アル マ ３６：９）

この天 使 の現 れ に よ り， アル マは心 の 目が開 けた

それ を次 の よ うに書 いてい る。

「…… それか ら私 は 自分 が犯 した一 切 の罪 の ために

非常 に良 心 の とが あ を受 け， 永遠 の責 苦 を感 じた。

私 は本 当 に 自分 めあ らゆ る罪 と悪 事 とを思 い起 して

その ために地 獄 の苦痛 を感 じ， また 神 に逆 らって そ

の聖 い命令 を守 らな かつ た こ とを認 め るよ うになつ

た ……。 その時私 は， 自分 の神 の前 に立 って 自分 の

行 為 に よ って裁 判 を受 けな いよ うに， 霊 も肉体 も一

しよにみ な消 えてな くな って しまえば よ い と 思 っ

た。」 （アル マ ３６：１２， １３， １５）

しか しアル マ は主 の前 に個 人的 な誓 約を立 て， 自

分 の行 ない を変 えた。

「ああ， この時 私 の感 じた喜 こび と， 私 が見 た驚

くべ き光 とはい かに も大 きか った。 ま こ とに， 私 は

この時前に 感 じた苦 痛 にひ と しい ほ どの喜 び に満 ち

たの で あ る… …ま ことにその時 か ら今 にな るまで私

は人 々を悔 い改 め させ， 私 と同 じ喜 び を感 じさせ る

た めに， また これ らの人 も神 に よ って生 れ聖霊 に満

され るよ うにた えず はげんで 働 いた …… さて， 見

よ， 主 は私 の働 きか ら生 じた結果 に よ って私 を 非常

に喜 ばせ た もう」 （アル マ ３６：２０，２４，２５）

．３． ビル ・サ ンズの改心

政府 で は名 の知れ た アル コール 中毒 の父親 と， 社

２６７



交界 で名 を売 った サ デ ィス トの母親 の間 に生 まれ た

ビル ・サ ンズの少年 時代 は非常 に不幸 な もの で あつ

た。 １０代 の ころ， 排他 的 で， 反抗 的 で あ った彼 は悪

事 に走 り， サ ンクエ ンテ ィ ン刑 務所 に投獄 され た。

そ こで，彼 の人生 を 変え た二人 の男 に会 った ので あ

る。一 人 は刑事犯 人 を更生 させ る ことで有 名 な ク リ

ン トン Ｔ． ダ フ ィー刑務 所 長， もう一人 は刑 務所

仲 間 の カー ライル ・チ ェス マ ンで あ った。

今 日， サ ンズは犯 罪 の防 止 と未 遂 犯 および前 科者
　
ロユ

の更生 に尽力す ることで有名な運動家 となったので

ある。彼の経歴は，人の心 に感動を与える自叙伝の

一つ となっている

大きな画像

私 た ちは他人 との 関係 にお け る 「大 きな画像」 を

心 の 中に描 き続 けて いな けれ ばな らな い。 そ の画像

の中 に他 の人が神 か ら与え られ た潜 在 能力 を見 るこ

とがで きるに ちが い ない。心 の 中に この 「大 きな画

像」 を描 いて いる と，他 人 との 関係 に意味 を もたせ

また役立 たせ る ことが で きる。で は， その よ うな関

係 を築 くに は ど う した らよいで あ ろ うか。以 下 にそ

の手段 とな る考 えを あげ る。 、

１感情 移入 。感 情移入 とは， 相 手 の観 点 あ るい は

境遇 か ら状況 を理 解 しよ うとす るこ とで あ る。私 の

一 番下 の息子 は ７歳で 名 を ラ ンデ ィとい うのだが 。

私 は よ く自分 に こう問 いか けて み るので あ る 「リー

ド， お前 が ７歳 だ った時 ，世 の 中 はどんな ふ うに見

えた ？」 こ う考 え ると， ラ ンデ ィを もっと理 解で き

るので あ る。

２ 感情 限界線 を避 け る。私 た ちが あ る関係 で 「感

情 限界線 」 を越 え ると， 言 い換え れ ば， 不 当に他 人

の感情 を害 す ると， そ の人を理 解 した り， 助 けた り

しに く くな る。 一方， たえず こまやか な関心 を示 し

て， そ の人 との関係 を強 め よ うとす れ ば， 両者 に と

つ て実 り多 いま た意 義 あ る成長 を促 す ことが で きる

ので あ る。

３ 忍耐 す る。 これ は何 もせず に成 長す るの を待 っ

て い るこ とで はな い。 人生 に おけ る主 が存 在 した も

うこ との重要 性， 「生 まれ か わ る」 力， 知 的，情 緒

的， 社 会的， 霊 的成長 の喜 び とい う神 聖 な原 則 の意

味 を理 解 させ る創造的 な忍耐 を す る ことが必要 な の

で あ る。

今 月 の 前 奏 曲
Ｓｆｍμｉｃε

き
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り
ｆ ｆ 倉

●

剣

５ 月 の 聖 句

大人日曜学校

私 は道 で あ り， 真 理 で あ り， 命 で あ る。 だ れ で もわ た し

に よ らな いで は， 父 の み も とに行 くこ とは で きな い。

（ヨ ハ ネ １４＝６）

子供日曜学校

神は自分のかたちに人を創造された。

（創 世 １ ＝２７）
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閥

子 りす の くりち ゃんカ㍉ み ど りの まきばの 中 にあ

る じぶ んの お家 のそば にい まず 。くりち ゃん はダゆ う

ごはん の たべ ものを さが しに， いそい で 出か けて行

ったおか あ さん りす のかえ りを ま って いた のです。

とつぜ ん， くりち ゃんの しっぽが こう。ふ ん して ピ

ク ピクと うごきま した。 「おか あ さんが お家 にか え

６６

って来 た時 に， お母 さんを び っ くりさせ る もの が あ

った ら， どんな にお もしろいだ ろ うな」 と くりち ゃ

んは ひ と りごとをい い ま した。

「そ うだ
， さが して こよ う／」

くりち ゃんは森 の方 へ， 走 って行 きま した。 そ こ

で， くりち ゃん は友 だ ちの はい色 の うさ ぎにあ い ま



した。 「うさぎ くん， ど こへ行 った らおかあ さん を

び っ くりさせ るものが見 つか るか，きみ しって る ？」

とき きま した。 は い色 の うさぎはふ わふ わ した しっ

ほを ふ りうこか して 「う一ん， で も， び っ くりす る

もの って なん だい ？ 赤 い ものか い ？ きい ろい も

のか い ？ それ と も白い のかな， 雪 みた いに さ。 わ

か らない や， くりち ゃん， ぼ くし らない よ」 と言 っ

て ピ ョンゼ ヨンとんで行 って しまい ま した。

くりち ゃんは地 めん を とび まわ って い る こお ろ ぎ

をみつ けて， とびの きま した。 それか ら， 木 の えだ

に とま って い る黒 いか らす をみつ け ま したが， その

か らす は こおろ ぎに とびかか ろ うと思 って い る らし

、く， じっ とこお ろぎを見 て います。子 りす の くりち

ゃん は さけび ま した。

「とまれ， こお ろぎ くん うご くな， か らす だよ／

ところで， ど こに行 った らおか あ さんを び っ くりさ

せ る ものが みつ か るか しらな いか い ？」

こお ろぎ とか らす はい い ま した。 「しらな いよ」

それ か ら くりち ゃん は また森 の中をす す んで行 き

ま した。しば ら くして，急 なながれ が うずを まいて い

る小 川 に 出ま した。 そ こで， 友だ ちのあ らい ぐまの

プ ーさんが， お ひ るにたべ るお さかな をあ らって い

ま した。 「プ．一さん， どこにおか あ さんが び っ くり

す る ものが あ るか， きみ しらな い ？」 と き き ま し

た。

「び っ くりす る もの って
， どん な ものか よ くわ か

らない け ど……， ぞ うのよ うに大 きい ものか い ？

それ と もねず みの よ うに小 さい ものかい ？ 山み た

い に高 い もの ？ それ と も， うん とひ くい ものな の

？」 とプ ー さん は言 い ま した。

「どう して一 なぜ ぼ くにわ か るんだよ ／」 と子

りす の くりち ゃんは いい ま した 。そ して，またい そい

で森 の中を歩 きま した。

お 日さまのかが や いて い るあ いだず っと， くりち

ゃんは森 の 中へ どん どん入 って行 きま した。 くりち

ゃんは，とち ゅうで あ った ど うぶつ た ちみん なに，お 』
ハゆ　

か あ さんをび っ くりさせ るものを ど こで見 つ け る こ

’　欄 甥 で き るか たずね ま した
。

じ窪 い には， くりち ゃん は こんな ひ と りごとを言

いま した 。「ぼ く、ま， こお ろぎに もきいた し， か らす

に もきいたん だ。 ほか のた くさんの お友 だ ちに もき

いたん だ。 で も， みん な しらな い って い ったん だ」

いま は もう くりち ゃはつかれ たので， 木 の下 に よ

←こにな ってやす み ま した。 ま もな く至 くりち ゃんは

ねむ って しまい ま した。

目が さめた と き， お 日さまは木 のむ こうに しず み

か けてい ま した。 「もう くら くな るんだ な， お家へ

か え った ほ うが よ さそ うだ」と く りち ゃんは，また ひ

と りご とを い いま した。 くりち ゃん は よろ よろ とお

きて， 右 の方 へ行 って み ま した。 それ か ら左 の方 へ

．走 りま した。 右 も左 も し らない道 で した。 「ど う し

たんだ ろ う一 家 へか え る道 が わか らな いや。 ま い

ごにな っち ゃったんだ， ぼ く／」

その とき， くりち ゃんは木 の間 で ピカ ピカ光 って

い る小 さな光 を見 つ けま した。「ほた る くん／」 と く

りち ゃんが よび ま した。 「ほた’る くん，森 を出 て ま

きばへ 行 く道 を しって るかい ？」

「もちろん さ
， つ いて お いで よ／」 とほ た るが よ

うきにい いま した。

そ こで， 子 りす の くりち ゃん ！ま森 を 出て， ま きば

につ くまで ず っとほ た るのあ とにつ いて来 ま した。

ここで ほ た ると さよ うな らを して くりち ゃん はお家

へ といそ ぎま した。

家ではおかあさん りすが くりちゃんをまらていま

した。 「ま あ， や っとか え って きたの ね。 くりち ゃ

ん， い った い どこへ 行 って いた の ？」 とお母 さんが

い いま した。

「森 の中をず
っと， 歩 いて いた んだ よ。 おか あ さ

ん にび っ くりす る ものを あげ よ うと思 って さが しま

わ ったんだ けど， で も見 つ か らなか ったんだ」 と く

りち ゃん はかな しそ うに いい ま した。
ロ モン

「で もほん と うに見 つ けた ち ゃな いの／
」 おか あ

さん りす は いい ま した。 「おか あ さん はね， ぼ うや

が まい ごに な って しま った と思 って， これ か らさが

しに行 くと ころだ った の よ。 で も， こ こに ぼ うや が

ち ゃん とい るわ。 ぼ うや が おかあ さん のい ちばん す

て きなび っ くりち ゃんな の よ」

子 りす の くりち ゃんは とて もつか れて いた ので と 「

び上 って よ ろ こぶ ほ ど元気 は あ りませ ん で したが，

とて もとて も しあわせ で した。
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金 に な っ た

王 女 さ ま

ナ サ ニ エ ル ・ホ ー ソ ン 作

６８



昔， あ る所 にマ イダ ス とい う名 の大 変 お金持 ちの

王 様 が住 んで い ま した。全 世界 の だれ よ り もた くさ

ん の金’を持 って い ま した。

しか し， それ に もかか わ らず マ イダ ス王 は・まだ不

充分 だ と思 ってい ま した。 自分 の財 産が ふえ る時 が

一 番 幸福 な時 で した。 マ イダス王 は， 宮 殿 の地 下 に

あ る大 きな宝 の部 屋 の中 に金貨 をた くわ えてい ま し
１た

。 そ して，侮 日長 い間 お金 を かぞえ て くら して い

ま した。

さて， マイダ ス王 には マ リー ゴール ドという 名 の

小 さな女 の子 が い ま した。 王 は この娘 を大摩 愛 して

い ま した。 そ して 「マ リー ゴール ドは世界 中で一 番

お金持 の王 女 にな るだ ろ う」 と言 って いま した。

しか し， 小 さな マ リー ゴール ドは， お金な ど少 し

もほ しい とは思 ってい ませ んで した。

彼 女 はお父 さんの財産 よ りも庭 や花 や金色 の太 陽

の光 が大 好 きで した。

餌 ’

あ る 日，マ イダ ス王 は宝 の部屋 へ お りて行 き，重 い

とび らに か ぎを か けてか ら， 大 きな 金の箱 を あ けま

した。彼 は金貨 を テ ーブル の上 につ み上 げて， そ う

す るのが うれ し くてた ま らな い とい うふ うに金貨 を

い じって い ま した。 金貨 を指 の間 にす 肉 らせ て， そ

の ち ゃ りん とい う音 が ま るで美 しい音楽 にで も聞え

るのか， う っと りして い ま した。

突 然∫ 金貨 の 山の上 に人 のか げが さ しま した。見

上 げ るとそ こに， 白 くかが や く着 物 を着 た見 知 らぬ

人 が マ イダ ス王 を見下 して ほ ほえん で いま した。王

様 は驚 いて とび上 りま した。 「た しか に私 は とび ら

にか ぎを しっか りか け たはず だ／私 の宝 の部屋 は安

全 で はなか ったのだ ／」

見 知 らぬ人 はな お もほほえ みなが ら，

「マ イダズ王， あ なた はた くさん金 貨 を お持 ちで す

ね」 と言 い ま した。

「はい。 しか し考 えて もご らんな さい。世 界 中に

あ る全部 の金 貨 に くらべ た ら，本 当 にわず かな もの

で す よ／」 と王様 は答 えま した。

「なんで す って／ それ で はあ なた は満 足 して は

いな いので すか ？」

「満 足 して る？ もちろん満 足 なんか して は いま

せ ん よ。時 々，私 は長 い夜 の間 を横 にな った ま ま，ど

うや った ら もっと金 貨 を手 に入 れ る事 が 出来 るか，

その新 しい方法 を考 えつ づ け る事 があ ります。 ああ

私 の手 にふれ る ものが皆 金 に変 って しまえ ば良 蛤の

に。 」

「あな たは本 当に そ う願 って い るのです か ？ マ

イダ ス王 」

「ええ
， もちろん です とも。私 に とって これ 以上

の幸福 はあ りませ ん よ」

「それ な らばあ なた の願 い ごとはかな え られ ます

よ。 明 日の朝， 太陽 の最 初 の光 が あな たの窓 に さ し

込 んだ 時か ら， あな たが さわ る もの は皆 金 にな りま
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す」 この最後 の言 葉 を の こ して， 見知 らぬ人 は きえ

て しま いま した。

マイ ダ ス王 は 目を こす って， 「夢 を見 て いた に ち

が いな い。 で も， これ が本 当の事 で あ って くれ た ら

私 は どん な にか幸福 に なれ る事 だろ う／ 」 と言 い ま

した。

次 の 日の朝 ，最 初 のか すか な光 が部屋 に さ した時

に マイ ダス王 は 目を さま しま した。

彼 は手 をの ば しベ ッ ドの カバ ーに さわ りま した。

何 も起 りませ んで した。 「そんな事 が本 当 に起 るは

疑 ．狸

ず はなか った のだ」 とた め息 をつ きま した。が， 太

陽の最例の光が窓か らさし込んだその しゅんかん，

．マ イダヌ王 の手が おか れて あ った カバ ーが 純金 にな

った のです。

「本 当だ／本 当だ／」 と王 様 は よろ こん で さけび

ま した。 ベ ッ ドか らとび起 きて手 あた りしだ い に さ

わ りな が ら部屋 中を走 りまわ りま した。 王様 の上着

もス リッパ も家具 も皆金 にな りま した。 彼 は窓 か ら

外 を眺 あ， マ リー ゴール ドの庭 を見 ま した。 「マ リ

ー ゴール ドは きっ とび っ くりす るだ ろ うな」 と言 っ

て庭 へ 出て， マ リー ゴール ドの花 を みんな金 に変 え

て しまいま した。 「マ リー ゴール ドは きっとよ ろ こ

ぶ に ちが いな い」 と王様 は思 い ま した。

王様 は朝食 を とるため に，部屋 に もど りま した 。彼
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は前 のば んに読 んで いた本 を取 り上 げ ま した。所 が

手 を ふれ た しゅんか ん に， そ の本 は かた い金 にな り

ま した。「もう読 めな くな って しま った。で も もち ろ
　

ん金 と して持 って い る方 が ず っ と良 い事 だ」 と王 様

は言 い ま した。

ち ょうどそ の時， め しつ かい が王様 の朝食 を持 っ

て入 って来 ま した。 「とて もお い しそ うだ。 何 よ り

もまず，あ の うれ た，真赤 な桃 を食 べ よ うか」 と言 っ

て その桃を取 り上 げ ま した。 所が それ を食 べな い う

ちに， 桃 は金 のか た ま りにな って しまい ま した。「と

て もきれ いだが， 金 は食 べ られ ない／」 と王 様 は言

い ま した。次 にお皿か ら ロールパ ンを 取 りま した。

しか しこれ も金 にな りま した。王様 はお水 の入 った

コ ップを手 に取 りま したが これ も金 にな って しまい

芳 を 、＿

亀

ま した。 「ど う した らよい のだ ？ 私 はお腹 がす い

て，の どが かわ いて い るのに，金 を食 べ た り飲 んだ り

は 出来 な いのだ／ 」 と王様 は さけび ま した。

その時， とび らが あ いて小 さな マ リー ゴール ドが

入 って来 ま した。 彼女 はひ ど く泣 いて い’ま した。 そ

して手 に は一 本 のバ ラを持 ってい ま した。

「ど う した とい うのだ ？ か わい い娘 よ」 と王様

はたず ね ま した。

「ああ お父様， 私 のバ ラが みんな どうな って しま

ったか見 て下 さい／ こん な にかた くて， み に くい

もの にな って しまい ま した／ 」

「ど う して， それ は金 のバ ラだ よ。 前 よ りももっ

と美 し くな った と思 わ ない のか ？」

「いいえ
， 金 のバ ラは いい におい が しませ ん し，

もう大 きくな らな いで し ょう。私 は生 きて い るバ ラ

が 好 きな のです」 と彼女 はす す り泣 いて 言 い ま し

た。

「気 に しないで 朝食 を おあが り」 と王 様 は言 い ま

した。

けれ ども，マ リー ゴール ドは王様 が何 も食 べず，ま

た とて も悲 しそ うなの に気が つ きま した。

「ど うな さった のです か ？お父様 」 と彼 女 は王様

の ところにか け よ って言 い ま した。 マ リー ゴール ド

が王様 にだ きつい たので， 王様 は彼 女 にキ ス しま し

たが， とつぜ ん王様 は おそ ろ しさと くる しさで大声

で さけび ま した。
レ

王様が娘にふれた時，その小 さなかわい らしい顔

は光 りかがや く金にな り， もうそ の目は見えず， そ

の くちび るは二度 と王様にキスする事が出来ず，小

さなうでは王様を しっか りとだ く事 も出来な くなっ

て しまったのです。 もはや彼女は愛 らしい， ほほえ

みかける小 さな少女ではな くな り，小 さな金 の像に

なって しまったのです／

マイダス王は頭をたれ，非常な悲 しみに身をふ る
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わせ て泣 いて い ま した。

「幸福 です か ？ マイダ ス王 」 とたずね る声 が聞

え ま した。見 上げ るとあの見 知 らぬ人 が王様 のす ぐ

そば に立 って いま した。

「幸福 か です って ？ よ くそんな事 が 聞 ける もの

だ／ 私 は世界 中で一 番不幸 な人 間 だ／」 と王様 が

答 え ま した。

「あな たの手 がふ れ る もの は皆 金 にな るの です よ

それ で も不 足が あ るのです か ？」 とそ の見 知 らぬ人

が言 い ま した。

マイ ダス王 は 目を 上 げ るこ とも答 え る こと もで き

ませ んで した。

，あな たは食物 と一 杯 の水 とそれ か ら金 のか た ま り

の ど ち らが ほ しい と思 って いたので したかね ？」 と

その人が たず ね ま した。

マ イダ ス王 は答 え る ことが で きませ んで した。

「王様， あなた は， あの小 さな金 の像 と， 走 る事

も笑 う事 もそ して あな たを愛 す る事 も出来 たか わい

い少女 と， どち らが欲 しいのです か ？」

「ああ， 私 のか わ いい マ リー ゴール ドを返 して下

さい／ そ した ら私 の持 って い る全 部 の金 をあ げ ま

／ ．、．．
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し ょう／ ほん とうに大切 な ものを私 は うしな って

しまった のです／」 と王様 が言 い ま した。

「マ イダ ス王， あなた は前 よ りず っとか しこ くな

りま した ね。行 って宮 殿 の庭 の下 を流 れ てい る川 に

も ぐり， それか らそ この水 を持 って来 て元 に もど し

た い と思 うものにふ りか けな さい。」 こ う言 って見

知 らぬ人 は消え ま した。

マイ ダス王 は とび上 って川 に走 って行 きま した。

そ して 川 に とび込 み， 水 を水 さ しにす くい入れ て，

い そいで宮 殿 に もど りま した。 王様 が マ リー ゴール

ドにそれ をふ りか け る と， 彼 女 のほ ほは元 の よ うに

バ ラ色 に な り，青 い 目はふ たた び，ぱ っち りと開 きま

した。 「ど うしたので しょ うお父様 ／何 が あ ったの

です か ？」 と彼 女 はたず ね ま した。

よ ろ こび の さけび声 を上 げて， マイ ダス王 は マ リ

ー ゴール ドを しっか りと 自分 の うで の中 にだ きま し

た。

それ か らとい うもの， マイダ ス王 は太 陽 の金色 の

か がや きと， か わい いマ リー ゴール ドの金 色 の髪 の

他 は，決 して金 な どほ しい とは思 い ませ んで した。

、鴛 ・

亀

逡 瀬

」納 馳 ・

ヨ

１



若人の ペー ジ

２

韓 紺欝

議難灘

鞭鱗

蕪 、

耀

爵愛
虎

才

心

畿 鐸

“ ・＿ 寒

昏 ｂ

欝簸

寄

蝦

灘
鍵縫灘

ぎ瓢

、㌔総

〆

型

窪鼠

翼＼ 驚

、ζ… １

ド ゆ

攣欝欝

／

’．窯 ，勲

．

蓬．驚 聾

＼

灘
謬．欝

．誌

母 親 の 役 割
フ ロ ー レ シ ス ビ ッ トナ ー

男 の子とお母さんはふだんはとても仲良 く， うま くい っ

て い る もので す 。 で もお 母 さん が， 下 着 は きれ い か， 耳 は き

れ い に して い るか ， くつ 下 に穴 は あ い て い な い か， ま た いつ

も健 全 な考 え を持 って い るか と心配 して騒 ぐと， 二 人 は水 と

油 の よ うに な って しまい ます 。 しか し， そ れ で もお母 さん は

す て きで す 。 特 に食 事 ど きに は な お さ らの こ とで， 冷 ん な は

自分 の お母 さん ほ ど料 理 の上 手 な 人 は他 に い な い と 自慢 して

い ます 。 それ で もお 母 さん が も う少 しお父 さん 今 方 に気 を と

られ て ， 自分 た ち の食 づ 残 しや， お か わ りの 回数 に気 づ か な

けれ ば よ い の に と願 って い るの で す。

一 般 に お母 さん 方 は
， 日 々の生 活 で そ れ ほ ど重 要 と も思 わ

れ な い こ とを非 常 に心 配 します。 た とえ ば学 校 の宿 題 や ピア

ノの お け い こを しな さい とか ，子 供 た ち の 見 るテ レ ビは終 っ

た で し ょ うな ど とい う こ とで す。 しか しそ の一 方 で 男 の子 た

ちが 町 はず れ で フ ッ トボ ール の試 合 を や っ た り， 重 量 あ げや

バ ス ケ ッ トボ ール を して い る こ とに は注 意 を払 って い ない の

で す 。 鮨

お母 さん と男 の子 は ク ラブ や ボ ー イ ス カウ トの集 会 の こ と

で は とて も う ま く話 が 合 うの で す が， 学 校 が終 って か らの こ

とにつ い て は なか な か 一 致 しな い もの で す。 問 題 を二 言 三 言

で 片 づ け る し， た しか に お母 さん は男 の子 の何 倍 も言 葉 を知

って い る ので，お しゃべ りで は と うて い か な い ま せ ん 。そ の上

しか りつ けて 「夕 ごは ん を あ げ ま せ ん よ」 とお どか す だ けで

子 供 を 黙 らせ る こ とが で き るの で す。

つ ま り，お母 さん方 は，一 日 じ ゅ う学 校 で 勉 強 す る とい う子

供 た ちの 仕 事 を よ く理 解 して い な い の で は な いで し ょうか ３

子 供 とい うの は み ん な学 校 で 一 日 じ ゅ う遊 び まわ って い て ，

家 に 帰 って 夕 方 に な る頃 や っ と勉 強 を は じめ る もの だ と思 い

込 ん で い るの で す。 お母 さん と口 げ ん か を しない で す む よ う

な子供 に な るの は な か な か容 易 で は あ りま せん 。

お 母 さん に は お母 さん の持 ち場 とい う ものが あ ります 。 男

の子 に言 わ せ れ ば， そ れ は台 所 で チ ョコ レー トで 飾 った ク ッ

キ ーを 作 る こ とだ とい うで し ょ う。 しか もそ の ク ッキ ー は 自

分 た ちが まだ 学 校 に い る間 に焼 い て お い て も らい た い の で
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お母さんほど子供の気持ちをよ く理解 して くれる人は他にいません

癒

す 。 そ うす れ ば 学校 か ら帰 っ た頃 に ち ょ う ど焼 き上 り， 台 所

に， は おい しそ うな にお い もま だ消 えず に残 っ て い るか らで

す 。 と ころが ち ょう ど男 の子 が学 校 か ら も ど る頃 に な る と，

お母 さん は隣 近 所 の 入 に呼 ば れ て 出 か けて い き ます 。 出か け

る時 に， い ちい ち ク ッキ ーの 数 を か ぞ え て い くよ うな こ とは

じな い で しよ うか ら， 少 し ぐ らい つ ま み ぐい を して もわ か ら

な いわ けで す 。

お母 さん は男 の子 の洋 服 や 身 の ま わ りを い つ もき れ い に し

て くれ てい ます が ， 男 の子 は ， ズ ボ ンの ひ ざ に しみ が あ って

も， くつ下 が 少 し位 や ぶ れ て い て も， ボ タ ンの とれ た シ ャツ

を着 て いて も， そん な に大 騒 ぎを しな い お母 さん， つ ま り男

の子 の身 に な って 考 え て くれ るお 母 さゆ が好 き な の です 。 そ

れ に く らべ る とど うい うわ けか， 女 の子 た ちは洋 服 の事 で お

母 さん に こ ご とをい わ れ るこ とは め っ た に あ りませ ん。 くつ

下 も破 れ な けれ ば， ボ タ ン も男 の子 の よ うに そ うた び た び と

れ る よ うな こ と は あ りま せ ん 。 そ こで 男 の子 た ち は い つ もこ

の よ うな き ま った言 葉 を 持 ち 出 す の で す。 「女 の子 の洋 服 に

は何 か しか けが あ るん じゃな い か な」

男 の子 は， お父 さん が 自分 の 味 方 に な って， お 母 さ ん に

「野 球 をや って い る と， す べ り込 み を す るた び に ズ ボ ンが す

り切 れ るん だ よ」 と時 々弁解 して も らい た い と思 っ て い るの

で す 。 男 の子 が わ ざ とす り切 れ る よ う に して い るの で は な く

て ， ズ ボ ンの方 が 勝 手 に そ うな るの で す か ら。も しだれ か が ，

何 度 す べ り込 み して も切 れ た りや ぶ れ た り しな い ズ ボ ンを作

っ て くれれ ば男 の子 た ち は大 助 か りで し ょう。 けれ ど も， お

父 さん が男 の子 の思 って い る通 りの こ とを 全部 お母 さん に言

っ て くれ る と揖 限 りませ ん。

夕食 近 くな っ て， 男 の子 の お腹 が グ ー グ ー鳴 り出 す とお母

さん た ち は 口 を そ ろ えて ， 間 食 を しな い よ うに 注意 す るの で

す。 で も男 の子 とい うの は夕 食 前 に少 し ぐ らい 間食 を して も

夕 食 の準 備 を して い る うち に， また お 腹 が す い て くる もの で

す。

い ろ ん な面 で ， お母 さん は とて も素 晴 ら しい と思 い ま す。

だ れ もみて い な い とき に そ っ と寄 り添 うノと，何 か香 本 の よ う

な とて もい いか お りが して ， 暖 か い 気持 ち にな りま す。 ま た

子 供 が 病 気 に なれ ば， 冷 たい 飲 み 物 を 持 って寝 て い る と ころ

に や っ て きて ， 掛 けぶ とん な どを きち ん と直 して い っ て くれ

２７０

るのです。

’そ して病気が治り元気になるとまた
，ボタンはきちんとつ

いているか，いつも身の回りをきれいにしているかと騒 ぎは

じめるのです。

お母さんは，子供たちにとって，なくてはならない存在で

す。子供が何か問題にぶつかっ七悩んでいる時，お母さんは大

きな力になって くれます。お母さんほど子供の気持ちをよく

理解 して くれる人は他にいません。たとえ心の中で自分にも

責任があるんだと思っていても，お母さんはいつも子供たち

の味方になって くれるので安心です。またその問題をただお

母さんと一緒に話 し合ってみるだけで，心のもや もやが消え

る時があるのですが，男の子は素直にその気持ちを外に現わ

さないのです。そ していつまでもその問題についてぶつぶつ

言っているのです。

お母さんは時々学校に出かけていって，あまり他の人にし

ゃべってもらいた くないような問題で も全部，先生に話 して

解決策をたてて くることがあります。学校の先生とお母さん

がいっしょに話 している時は，きまって 「子供」のことです。

先生に何かを言われるのがいやだとわめいたり，自分で解

決できるからと言 ってお母さんが学校へ行 くのをやめさせよ

ち芝 してみても，結局はお母さんがそんなにも自分のことを

心配 して くれていることがわかり子供はうれ しくなるのです

別に悩みなどがな くても，お母さんと二人で話すのはとて

も楽 しみです。お母さんは，特にお父さんと初めて出合った

時のこと，子供たちがまだ小さかった頃のことをとて も楽 し

く話 して くれます。お父さんは時４戦争の話をして くれます。

そうすると男の子は身を乗 り出して，一晩中その話に耳を傾

けるのです。しかしそんな時，お母さんはきまって時計を見て

「まあ， もうこんな時間だわ」 と言 って話をやめさせて し琢

います。家に帰ってきて， ドアをあけて 「お母さんどこ？」

と呼んでみて， 「おかえりなさい。 ここよ」 というお母さん

の返事を聞 くと，男の子は安心して自分の仕事にとりかかれ

るのです。そんなお母さんの声は何か特別な声のようです。

男の子とお母さん，この二人は本当はとても伸良 しなんで

す。その証拠にどちらか一方がそばにいてくれると，とて も

安心するのです。お母さん，それはなくてはならない空気の

ような素晴 らしい存在なのです。
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神 の園か ら送 られて きた

最 も美 しい花
大管長会

ご ら 　 　

ジ ョ セ ブ ・ フ ィ ー ル ァ ィ ン ク ・ ス ミ ス

この世の続 く限 り，いかなる進歩，発展も変えることので

きない真理がいくつかありますが，その一つは，父，母 子

供達からなる家族が教会のすべての土台となっているという

ことであります。言葉を変えて言 うならば健全な家庭を破壊

するような行為は，結局その国全体を破滅に追いやるという

ことであります。そのためにも我々は自分の周囲の人々，特

に家族など最 も身近な人々のたら６に良き働きを為すよう努め

なければなりません。また，この良き働きは我々が教会内で

の責任を立派に果すための最上の準備ともなります。

あなたがた一人一入は神より力と光を授かっている母親と

して家庭を少しでも理想的なものとしていくことができるは

ずです。理想的な家庭にあっては，親子関係は，お互いの利

益をはか り相手のことを良 く考え，思いや りを持つという精

神に基づいた完全なものとなるに違いありません。

重要なのは，その人がどんな仕事についているか，どんな

経済状態にあるかではなく，いかに家庭生活がうまく営まれ

ているかということであります。誠実な家庭があり，その中

で家族の一人一人が責任をよく自覚 してそれを果すならば他

のことはそれほど問題ではありません。愛する姉妹の皆さん

私は家庭というものがいかに大切であるか， これを認めない

人はいないと確信 しております。

米国の２６代大統領セオ ドア ・ルーズベル トは子供のない家

庭を樹木の生えない 「不毛の地」にたとえております。 しっ

けの非常に厳 しい家に育った子供でも悪の道にそれることが

あり，いかに恵まれない騒 にあっても立派にやっている子

供がおります。 しか しそれらの結果の大部分は家庭における

しつけにかかっていると言えるであ りましょう。家庭でのし

っけなくしては完全な親子関係はとうてい望めないのです。

我々にとって子供はどんな存在か

私が今 ここで 「我々にとって子供はどんな存在か」 と問う

ならば，昔の作家が言った次の様な答えが返 って くるであろ

うと確信 してお窃ます。 「我々の子供たち一それは，神の園

」

から送 られてきた最 も美 しい花である」と。子を持つという

父親，母親に与えられた最大の特権に対する天父の御心は，

アブラハムに与えられた祝福の言葉の中にうかが う事ができ

ます。天父はアブラハムを祝福 し， この世の富，名誉をすべ

て与えると約束なさいました。 しか し何にもまさる祝福は，

アブラパムの子孫を大いにふやし，天の星の如 く，浜べの砂

のごとくにするであろうという約束でありました。

我々は，霊感あふれ る福音の中に人生の目的を見出し，そ

の教えに従って生活する時，はじめて福音の素晴 らしさ，そ

の価値に気づ くのであります。福音は，我々に次の二つの聞

の真の意味を説いています。 「人が全世界をもうけても， 自

分の命を損 したら，なんの得になろうか。」 （マルコ８：３６）

同様に 「我々が全世界をもうけても，我々の子供の命を損 し

たら，何の得になるで しょうか」

母親である姉妹の皆さん方は，母親という特権に，あるい

．は祝福である子供たちに対 し非常に大きな責任を感 じておら

れることでしょう。我々に課せられている責任は決 してたや

すいものではありません。 しか しそれを精一杯なしとげたと

き，この上ない素晴 らしい報いが得 られる事を覚えて下さい。

我々の後に続 く世代の人々の運命は，家庭を守る母親の手

に委ねられていると言っても過言ではありません。自分の息

子 ・娘に立派なしつけをすることのできる母親は本当に幸わ

せな人と言えるでありましょう。なぜならば良いしつけは親

子間の関係がうまくいってなければ決 してなされないからで

あります。

世の中はどうであろう

この世が創 られて以来，自分たちの住んでいる時代が，か

つてない最悪の状態にあると主張する人々と，最良の状態で

あると主張する人々がおります。いくつかの条件つきで，私

は今の時代の人々は後者に属 していると申しあげます。確か

に我々は多 くの恵みの中で生活 してはおりますが， しか しあ

らゆる危険が目の前に横たわっているのを見すごしてはなり

ません。そこで親の心配は大部分子供たちのことで占められ

て くるのであります。これらの危険から，子供たちを遠ざけ，

充分に保護することのできる唯一の場は家庭であります。 し

か しながら， これまで若い入々，特に女性の中に驚 く程大胆

な，反道徳的行為を公然としてきた人々がいるという事実を

否定することはできません。家庭でのしつけ一 これは女性

をそのような行為に追いやることを妨げ，そこか ら遠ざける

ためにも決 して欠かすことのできないものであります。 しか

し残念ながら，今日の女性の多くは昔の女性ほど家庭で厳 し

いしつけを受けていないように思われます。女性は，教えと

良い模範により，家事に精通 し，正 しい道徳基準を養 う必要

があります。現代の女性の多 くはまったくと言ってよいほど

道徳観念を持ってお りません。

現代は保守主義と奇異な主張や行いが対立 している時代で

あります。両親と子供 の間に理解も同情 も見られないことが

多 くあります。母親があまりにも与えなさすぎるのに対 し子
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供たちはあまりにも多 く要求 しすぎるのです。このような状

態では冷静になって理解 し合 うどころか，．む しろお互いに相

手を攻撃 し合う結果 となるでありましょう。皆さん方は親 と

して手のつけられないようないわゆるジャズエージにある子

供たちを忍耐強 く理解 してやろうとしなければ，彼らは勝手

な行動をとり，自分たちが理解 してもらえる場へと逃避する

に違いありません。そこに悲劇が起きるのです。お互いに理

解 し合い，親 しみを増 したときは じめて，親子共に身 も心も
一つになるのであります。

今の若者は，感謝のしかたを知 らないという悲しむべき声

をたびたび耳にしますが，確かにそう言えるかも しれ ま せ

ん。感謝す ることを知 らない，いわば恩知らずの若者がふえ

てきたと言われる原因は，物質的な恵みや人々から受ける親

切，あるいは世の価値あるものに対 していつも感謝するとい

う習慣を欠 くような教育のしかたにあ ります。そのような教

育が行われているとすれば，これは当然親の責任であります。

神の律法を重んぜよ

現代の若者は畏敬の念に乏 しく，政治上，宗教上の権威を

無視する傾向があります。 しか し，それを若者だけのせいに

していいもので しょうか。それはちょうど敬慶の念に欠けた

年頃ではないので しょうか。このような場合もまた我々は家

庭にその助けの場を求めるでありましょう。それゆえ家庭は

神の律法を重ん じ，それに従う所として常に聖 く保たなけれ

ばなりません。

私は家庭を，最も素晴 らしい，この世のあらゆる善いこと

が生み出されるところであると強調 してまいりました。家庭

はまた，人格が形成され，礼儀 ・態度が親子関係によって左

右される工場のようなものでもあります。親子の関係がうま

くいかなければ，あるべき姿の家庭は到底望めません。親子

関係が うまくい くかいかないかは親 と子供両方の責任であり

ますが，実際にはその責任は親の方に多くかかってくるので

あります。子供のしつけは，子供がものこころつ く前に厳 し

く行な うよう心がけて下さい。また常に正 しいことをなすよ

うに習慣づけて下 さい。主は 「人はパンのみにて生 くるにあ

らず」と言われました６子供たちもまた欲 しい物を手に入れ ．
て，それだけで満足しているようであってはなりません。善

をなすように子供をしつけること，これは非常に大切なこと

であ ります。 しかしそれは母親の仕事としてそれほど困難で

あるとは思えません。子供にこうして欲 しい，ああして欲し

いと望む前に，まず親自身が良い模範を示 して下さい。その

ためにも親が常に準備 していなければ，子供たちに良い模範

を示すことは不可能であります。奉仕する喜びを子供たちに

わからせる唯一の方法はいかに奉仕するかを教えるこ．とであ

り，受けた奉仕に報いるよう教えることであります。

三歳になる女の子が何か手伝いを しようとして，母親のと

ころへやってきました。母親は子供を見るな り、「さあさあ，

じゃまになるか ら向 うへ行ってて頂だい」と少しいらい らし

ながら言いました。私はこの話からニューヨークで開かれた

ステーキ部大会にス ミス姉妹と共に出席 した折に一人の男の

子が母親に向って言った言葉を思い出 します。その大会でス

ミス姉妹が次のような話を しました。子供たちは両親に向っ

て常に 「大好きよ」という言葉を忘れないよう’に，・また両親

は子供か らそう言われて もはねのけるような態度をとらない
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ようにと。すると，その男の子は母親のところに行き，こう言

ったのです。 「お母さん，，ぼく，お母さんが大好きなんだ。

だけど今あの立派な女の人が言ったように ｒ大好 き」 と言っ

てもぼくをはねのけたりしないでね」 と。 これはいったいだ

れに責任があるので しょうか。手伝いをしたいという気持ち

は正常な子供ならすべて生まれつき備えている一種の本能の

ようなものであります。親にさえこの気持ちをそこなう権利

はないはずです。仕事の手伝いで家事ほど骨の折れ る仕事は

ありません。 しか し，その仕事を協力し，助け合いながらな

す とき，そこに最 も素晴らしい洗練された親子関係が生まれ

るのであります。

思いやりを持 って理解せよ

我々親に最 も欠けていると思われるものを一つ言わせて頂

くなら，それは思いや りの気持ちをもって子供たちを理解 し

ようとする心構えであります。常に子供と共に歩み，その視

線を子供か らはずさないで下さい。そして子供 と共に， 「流

れゆく水に書物を見出し，石 に教えを感 じ，あらゆるものに

善を見る」よう努めて下さい。また 「若さ」 という花は義の

陽ざしにまっす ぐ顔を向けて咲き誇っている時最 も美 しいと

いうことを教えて下さい。また子供たちの興味を引くものに

精通 して下さい。そして，あのワーズワースの美 しい 言 葉
「力を落 している人々

．に希望 と新たな気持ちを起 こさせて く

れるのは他でもない子供たちである」 ことを常に頭に置いて

子供たちと共に進歩 して下さい。

過去をふ り返って見れば，そこには栄光に満ちた時代が，

また眼前には希望に満ちあふれた末来が拡がっております。

我々は過去に生 きた立派な人々の期待を裏切るようであって

はなりません。我々の先祖は，や るべきことを立派になし遂

げ，この上ない素晴らしい財産を我々に残 していって くれま

した。親 しぐ交わりながら， この素晴 らしい財産に感謝する

気持ちを子供たちの心に植えつけること， これが我々の最大

の目的なのであります。そうすれば我々の子孫は，この大切

な財産を失わずにいつまで も持ち続けてい くことであ りまし

ょう。 この目的が扶助協会の姉妹たちに充分に教えられるな

ら，．家庭の中での親子関係は必ず うまくい くに違いあ りま．せ

ん６また主が非常に大切であると感 じてお られる事柄を子供

たちに教えることは何と素晴 らしいことではあ りませんか。

子供たちに教義を教えて理解させなければその罪は両親の頭

に留るであろうと主は言っておられます。 またマッケィ大管

長は次のように述べておられます。
「まず第一に我々一人一人の心 の中から，憎悪，利己主義

貧欲 敵意，羨望の念をとり除かなければ家庭，隣人，団体

に調和，世界に平和をもたらすこ・とは不可能である」

各ステーキ部，ワー ド部で熱心 に働いておられる姉妹の皆

さん方の上に主の恵みが豊かにあ りますように， また 主 の
「みたま」が共にあり主の御業をなす時に導き，み守 り，助

けが与えられますようにお祈 りしてお ります。またマッケィ

大管長が心か ら皆さん方を祝福しておられることをお伝えい

たします。これ らの話と祈 りのすべてを救い主・ｆエス ・キリ

ス トの御名によっていた します。 アーメン
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の勇気と闘志を知っている人はほとんどいない。決してなま

やさしいことではなかった。アリゾナ州セン トダビデで生ま

れたバスピィを知る人で，今日の彼を予想 した人がいるだろ

うか。

１９２６年１０月１０日，セント・ダビデで生後約１０ケ月のバスビ

イは小児麻痺にかかった。彼の左半身は完全に麻痺 してしま

い医者はほどなくこの麻痺が心臓をもおそうのではないだろ

うか と心配 した。数時間しか命はもつまいと診断された。神

権の権能により，父と祖父が祝福を施 した。その結果奇蹟的

に回復に向い，小児麻痺は左側の腕と肩と脚とを冒しただけ

塗 あった。 ３才頃にはバスビィの脚は歩けるほど丈夫になっ

ていた。

年を追って脚は段々正常な形態に発達 してきた。けれども

腕 と肩は使えなかった。それで，ジ ョージは何でも片腕でや

れるように練習 した。両親はジョージに決 して， 「ぼくはそ
ロ

ん な事 で き な い」 「と言 わ せ な い よ うに して， 辛 抱 強 く訓 練 を

続 け た。

しか し， こ の幼 い ジ ョ．一 ジの試 練 は ま だ 始 ま っ た ばか りで

あ った 。 ６才 の 時， 転 倒 し， 不 自由 な左 腕 を， ひ じの上 か ら

折 った 。 そ れ か ら ６年 間， 実 に ７回骨 折 し， ３回 も手 術 を受

けた の で あ る。 この ６年 間 と言 うも の ほ とん ど ギ ブ スが はめ

られ っぱ な しに な っ て い た。 この 問 に， 彼 は車 に は ね ら れ

た 。 胴体 上 部 に重 傷 を負 って ， 医 者 が さ じを投 げた ほ どで あ

った。’再 び， 父 と祖 父 は彼 の た め に灌 油 の儀 式 を 施 した 。 ひ

ど く傷 つ い た体 は神 権 の力 に よ って 祝 福 され た 。 日 に 日 に，

手 術 と治療 の効 果 が現 われ て， 腕 と肩 に も筋 肉 が つ い て きて

い るよ うに 思 わ れ た。

ど の子 供 た ち で もそ うで あ る よ う に， ジ ョー ジ も他 の子 供

た ち と一緒 に遊 び たが っ た。 しか しい つ も仲 聞 は ず れ で つ ま

らな い思 い を した。 それ で ジ ョー ジは ，今 に仲 間 が 自分 を真

先 に選 ん で くれ る よ う に な ろ う と，決 心 した の で あ る。 夜 に

な る とジ ョー ジ妹 塀 の柱 に あ る節 に 目掛 け て ボ「を を投 げつ

け， 妹 が それ を 拾 って 投 げ返 す とい った練 習 を始 ぬ る よ うに’

な った 。 妹 が 疲 れ て くる と， 今 度 は バ ス ケ ッ トボ ール を持 っ

て 学 校 へ 出か け， 何 時 間 も練 習 を す るの で あ っ た。 この よ う

に して 少 年 時 代 に彼 は 驚 くほ ど足 が速 くな り， 体 の バ ラ ンス

を と る こ とを 体 得 した の で， 転 倒 す る 時 に は体 をね じって 麻

痺 して いな い 右 側 で 倒 れ るよ うに な り， もはや 左 腕 を痛 あ る

こ とは な くな った。

この 年若 い ジ ョー ジ の 勇気 が そ の効 果 を 現 わ し始 め た 。 １０

才 の 時， 競 技 会 で， つ な ぎ輪 で と めて あ る ボ ール を ３１分 間 も

打 ち続 け て 自転 車 を獲 得 した。 １２才 の時 に， セ ン ト ・ダ ビデ

の マー ブル 競 技 の チ ャ ン ピオ ンに な った。 彼 の 指 は 非常 に強

靱 に き た え られ て い た ので あ った 。

１３才 の時 に は， 少 年 ソ フ トボ ール リー グで ピ ッチ ャー をす

る の だが ， 腕 が 強 く，投 げ る ボー ル が あ ま りに早 い ので 大 人

の リー グで 投 げて い た。 何 時 問 もの練 習 の結 果 ， 彼 は何 とか

左 手 で ソ フ トボ ール 用 の グ ロー ブ を使 え る よ うに な った 。 ジ
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ヨー ジ は， ソ フ トボ ール だ けで な く他 の 晃 ポ ー ツ に も興 味 を

も って い た。 左 脚 を強 くす るた め に， 毎 タ ラ ンニ ング を始 あ

た。 高 校 生 の 時 に は， ア リゾ ナ州 の 全 国高 校 競 技 大 会 で ８００

メ ー トル レー ス に優 勝 す る まで にな って い た 。 １７才 の 時 に彼

の属 す る ワ ー ド部 のバ スケ ッ トボ ール チ ー ムが地 区大 会 で優

勝 し， 全 教 会 トー ナ メ ン トに出場 して， ６位 の成 績 を あ げ

た。 １８才 の時 ジ ョー ジ は ２試 合 で ６４も ポイ ン トを あ げ全 教 会

バ ス ケ ッ トボ ール チ ー ム の選 手 に選 ば れ た。 同年 ， 彼 は全 南

ア リゾ ナ ソ フ トボ ール トー ナ メ ン トの最 優 秀選 手 に選 ばれ ，

チ ー ム は優 勝 した 。

この よ うに して 彼 の輝 か しい 経歴 が 始 まっ た の で あ る。 彼

は ど の試 合 で も， また どの シ ーズ ンで も， オ ー ル ス タ ー戦 で

も い つ も 「真 先 に選 ば れ る人」 にな って い た。 彼 の受 け た賞

は実 に数 多 く， 枚 挙 に い と まが な い ほ どで あ るが ， 彼 の輝 か

しい優 勝 歴 の １０年 目毎 の概 略 を 知 っ て お くの も興 味 の あ る こ

とで あ る。 １６４４年 ， 全 教 会 バ ス ケ ッ トボ ール チ ー ムＱ １９５４年

全 教 会 ソ フ トボ ール チ ー ム。 １９６４年 ， 全 教 会 ソ フ トボ ール チ

ー ム
。 こ の間 ， あ るい は この後 に プ ロの選 手 で さ え も う らや

む と思 わ れ るほ どの優 勝 や個 人 的 な表 彰 を得 た。

と りわ け， １９５３年， １９５６年 ， それ に １９６６年 は ジ ョー ジ ・バ

ス ビイ に は特 に意 味深 い年 で あ つた 。 と い うのは この ３年 に

彼 の チ ー ムは全 教 会 ス ポ ー ッ マ ンシ ップ 賞 を 与 え られ て い る

か らで あ る。 同一 チ ー ムが この賞 を ３回 も受 け るの は教 会 始

ま って以 来 の こ とで あ った 。 そ の上 ， 彼 のチ ー ムは １９５３年 に

は優 勝 も して い る。 同 一 チ ー ムが 優 勝 し， しか もス ポ ー ツ マ

ン シ ップ賞 を も得 る と い うこ と は全 ソ フ トボ ー ル大 会 で は初

め て の ご とで あ っ た。

ス ポ ー ツ マ ンシ ップ とそ れ に 伴 う事 柄 ， つ 玄 り， 公 平 ， 正

直 ， 寛 大 ， 他 人 を 思 い や る こ と， 健 全 な こ と， それ に快 活 な

精 神 が バ ス ビ イ監 督 の トレ ー ドマー クに な っ て い る。 この人

格 を形 成 す る豊 か な徳 は教 会 の責 任 と， 教 会 に対 す る絶 え ざ

る献 身 的 な注 意 に よ って得 られ た の で あ る。 これ は ち よ うど

彼 の ス ポ ー ツの能 力 が 不 断 の精 励 の た ま もの で あ る の と同 じ

こ とで あ る。 彼 の教 会 で の仕 事 歴 は非 常 に豊 か で あ る。 進 歩

す る機 会 に充 分 に恵 まれ て い た。 ア ロ ン神 権 指 導 教 師 ， 青 少

年 教 師， ス カ ウ トマス ター， ワ ー ド部 の ス ポ ー ツ指 導 者 と コ

ーチ
， メ ル ケ ゼ デ ク神 権 定 員 会 の会 長 会 ， ス テ ー キ部 宣 教 師

系 図 委員 副 監 督 ， ス テ ー キ部 Ｍ・｛卜Ａ 副 会 長 ，Ｍ ＩＡ 会長 ， 高

等 評 議 員 ， ワー ド部 財 政 委 員 会 会 長 ， そ して現 在 は監 督 とい

った具 合 で あ る。

ジ ョー ジ ・エ ドワー ド ・バ ス ビイ の 高潔 な表 情 に は 肉体 面

と信 仰 面 の理 想 的 なあ り方 が うか が え る。 彼 こそ ホ ー マ ー ・

ワー ナ ー賞 を 受 賞 す る にふ さわ しい人 で あ る。 こ の賞 は教 会

のバ ス ケ ッ トボ ール プ ログ ラ ムの 創設 者 を記 念 して 設 け られ

た も ので あ り， この プ ログ ラ ムは 世界 最 大 の も ので あ る。 ホ

ー マ ー ・ワ ー ナ ー賞 は特 に す ぐれ た ス ポ ー ッ上 の業 績 を あ げ

また ， ス ポ ー ツマ ンシ ップ と霊 性 と を身 を も って現 し真 に模

範 と して ふ さわ しい人 に与 え られ る の で あ る。
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Ｙ Ｗ Ｍ ＩＡ 愛 に 結 ば れ た

そ の 百 年

ＹＷＭ ＩＡ中央管理会長

フ ロー レンス Ｓ ジ ャコ ブ セ ン

覧

１８６９年 １１月 のあ る暗 く寒 い晩 ７時 にな って， 父親

はいつ もの よ うに家 族 の祈 りを知 らせ る ８つの鐘 を

鳴 らしま した。 それ を 聞い た娘 たちは何 を して いて

もそれ をや めて客 間へ 急 ぎま した。客 間で は父親 が

いつ も と同 じよ うに赤 い ビ ロー ドの椅 子 に腰 か けて
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家族 が集 ま るの を待 って いま した。父 親 は， い きい

き と してお しゃべ りに興 じ る美 しい娘た ち や， それ

ぞ れ に活 気 にあふ れ た息子 た ちを見 渡 しま した。 み

ん な はひ ざまず き， 神 の予言者 で あ るそ の父親 は，

感謝 を述 べ，祝 福 を語 り導 きを願 って， 謙遜 な祈 り

を捧 げ ま した。 い っ しょに ア ー メ ンを言 って立 ちあ

が った みんな は， さ っそ く華 やか な ス カー トやペ テ

碗 コー ト， ズ ボ ンや チ ョ ッキ な どを念入 りにな でつ

けて整 え， 愛す る父親 にあい さつ しま した。

その晩 はいつ も と違 って， 父親 の ブ リガ ム ・ヤ ン

グは突 然息 子や小 さい娘 を除 いて女 性 はみん な客間

に残 りな さい とお ごそか に言 いわ た しま した。

父親 は話 を始 あ ま した。 「さあ， みん な腰か けな

さい。 あな たた ちに言 い たい こ とが あ る。 イ ス ラエ

ル の人 々は， 私 の家 族 に注 目 し，模 範 を見 よ うと．し

て い る。 そのた めに私 は まず 最初 に私 の家族 を とと

のえて，秩 序 と倹約 と勤勉 を習慣 づ け， 愛 を高 め る
層
ため の会 を作 りたい。 と くに衣服 や食 べ物 にぜ いた

く．をせず， また無駄 な話 を しな いよ うに しな さい。

今 は， 姉 妹 たちが服 装 に心 を奪 われ る ことな く質素

な衣 服 を用 い， 謙遜 な態 度で， 世 の人 なに手本 と さ

れ るよ うな価値 あ る模 範 を示 さな くて はな らぬ時 で

あ る。我 々の娘 た ち は無益 で お ろか な世 の流行 を追

って い る。 私 はあ なたが たに 自分 の型を確 立 して ほ

しい と願 う。 シオ ンの娘 た ちが， 教会 の古 い会 員で ’

あ る父 や母 を助 けて私 の教 えて きた原 則 を広 め， 教

え， 実践 で きるよ うに， 私 は長 い間一 つ の組 織 を作

る ことを考 えて きた。 イ ス ラエル の娘 た ちは真理 に

対 して生 きた証 を得 な くて はな らな い。私 は娘 たち

が 自分で福 音 の知識 を得 るよ うに と願 って い る。 そ

の た
、め に この組織 を作 りたい と思 い， また私 の家族

が その中で 人 々に率先 して働 くもの とな って ほ しい

と願 う。 や がて私 た ちはぜ いた くを つつ しむ会 をつ

くる。 あな たが たは， みな その組織 に参加 して ほ し

い。 …… あ らゆる無 駄 なよ くな い ζとか ら離 れて，

美 し く善 い ことを育 てな さい」
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こうして，現在末 日聖徒 イ耳ス ・キ リス ト教会Ｙ

ＷＭ ＩＡと して知 られる組織が百年前 の１８６９年１１月

２８日には じまったのです。それは奉仕の百年，愛に、

結 ばれた百年で した。一家族 の姉妹たちによっては

じまった組織は，教会の女性すべてに広が り，姉妹

の愛にあふれたユニークで大 きな組織に な り ま し

た。

それか ら六年後 ブ リガム ・ヤ ング大管長は教会の

男性 のために同様な組織を作 りました。それ以来数

百数千とい う若 い男性，女性が，健全な活動を楽 し

み，精神を進歩発達 させ，技術を伸ば し，才能を見

出し，友情を深め，証をあ らたに し，教会 の指導者

自分の仕事を率先 して導 いてい く力強い指導者 とな

ることを学んで きました。

この百年で， それぞれの時代の人 々にとってＭ Ｉ

Ａが必要で しかも多方面 にわたって有益な ことがあ

きらかにされ ました。次 の百年のは じあにあた って

世の社会的，道徳的，文化面，霊的な低落に直面す

る若人にとって，Ｍ ＩＡは従来に もましていっそう

必要な ことがわか ります。

女子ＭＩＡの新 しい世紀 を迎 えて

１９６９年 ６月 の大 会 の時 にＹＷＭ ＩＡ百年 祭が 開始

ゴされ ます
。

そ の時 には，百年 祭舞 踏会， ダ ンス フェス テ ィバ

ル， その他 の大切 な行事 を筆頭 に多 くの活動 が行 な

われ ます 。世 界 中の ステ ーキ部，伝 道部 で は， １９６９

年Ｕ 月２８日に舞 踏会 を開催 １して， 百年 祭 を記念 しま

す。

百年 祭 を長 く記 念 した い と思 われ る人 は， ６月大

会 の後 で記念 品 を購入 で きます。 美 しい記念 皿， 百

年 祭 のパ ンフレ ッ ト， かわ い ら しい金 や銀 の ブ レス

レ ッ ト， ネ ック レス ・ペ ンダ ン ト， リネ ンの ピ クチ

ャー タオルな どです 。
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伝 道 部長 メッセ ー ジ

ヱ ル シ ー ・ビ ル ス 姉 妹

はきよう，二人の素晴らしいお母さんに心か ら賛辞を
私 贈

りたいと思います。この二人の婦人は生れた所 も，

育 ち方もまったく異なっていました。 しかしながら生活の中

で最 も大切な点に関しては共通するものがあ りました。それ

は自分の子供達の心に神を愛 し，敬 う信仰を育て， とりわけ

隣人と神に仕える喜びを教えたことでした。

私の母，ガスターバ ・トージャソン姉妹はノルウェーに生

まれました。そしてまだ若いうちから家族の生活を支えるた

めに一生懸命，働かねばなりませんでした。彼女の父は妻と

娘二人，息子一人を残 しこの世を去ったのです。 ところが家

族のただ一人の養い手となった息子もその後を追 って亡 くな

ると，二人の娘は母親を助けるためにどうしても働 きにゆか

ねばならな くなりました。そこでまず最初にガスターバがア

メリカへ移住し，働 きながら妹がアメリカへ渡るに必要なお

金を貯えました。妹がアメリカに くると二人は次に母親をよ

び寄せるため，一生懸命に働 きました。ある時は病院で，ま

たある時は人ゐ家で……とお金を得 るためにできることを何

で もやりました。１９００年代に入ってやっと彼女達の働きに対

し，お金が払われました。その額はわずかでしたが彼女達の

心は幸せに満ちていました。また主の召 しに喜こんで従い，

働 きました。ガスターバは トージャソン兄弟とソル ト・レー

ク神殿で結ばれましたが，彼 らの歩んだ道は試練と困難の連

続でした。 しかしそれ らの苦難にもかかわらず福音に対する

愛と天父の御心にそった生活をしたいという望みを決 して失

うことはありませんでした。

フリーダ ・ビルス姉妹 （ビルス伝道部長の母）はソル ト・

レーク市に生 まれ玄した。１０人兄弟の中の １人で彼女の父は

ドイツから， また母はスエーデンか らアメリカの地へやって

きました。大家族であ りながらも，そこにはいつ も愛があり

イエス ・キリス トの福音が教えられていました。フリーダは

ビルス兄弟とソル ト・レーク神殿で結ばれましたが，彼 らの

歩んだ道 もまた苦難の連続で した。 しか しいかなる苦にもめ

げず，彼 らは喜こんで主に従い，神の戒あを守ったのです。

フリーダ ・ビルス姉妹は扶助会会長，Ｍ．１．Ａ会長，その

他あらゆる組織の教師 として幾度となく召されました。

ここに， この二人の婦人に共通 したものをみることができ

ます。彼女達は共に主を愛 し喜 こんで御業を助けました。そ

して子供達が集会に出席 しているのを見 主と共に歩むべき

道を子供のために備えたのです。

私はこの二人の婦人の生きた道に心から感謝 しています。

主は， トージャソン姉妹が非常に大きな召しを受けるにふさ

わしいことを良くご存知でした。私はこの立派な姉妹達が果

たされた責任をやるだけの勇気と力を得るためには心からの

祈 りが必要であると感 じます。そして彼女達を良き手本とし

て生活 したいと思っています。彼女達がもたらしてくれた愛

を家庭の中で育ててゆ くとき， 「良い忠実な僕よ，よくやっ

た」と言 う主の声を聞 くことで しょう。

主がすべてのお母さん方を祝福され，選ばれた霊の子達を

導 く勇気 と力を与えて下さるようにお祈 り致 します。また常

に子供達の模範 となり霊感あふれ る家庭でありますように。
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由でほとんど聞えなかったが，祝福師は 「あなたは自分と同

じような人々に伝道するにちがいない」 と告げた。まもなく

彼は耳の聞 こえない人々への教会最初の宣教師として召 され

多大の成果をあげた。その結果数人の耳の不 自由な宣教師が

伝道に召されるようになった。

三男 アラン兄弟は一行がまだ有名になる前 「あなたは自分

の才能を通 して，全世界に大きな伝道をする」

と祝 福 され た。 の ち

．に テ レ ビ出演 が決 ま

り， 彼 らは 各地 へ演

奏 に で か け る こ とに

な った。 祝 福 され た

ご と く各地 で 多 くの

人 を 教 会 に導 き， 昨

年 は 二 人 に 自 らの手

で バ プ テス マを施 こ

した 。 そ の 中 の 一 人

が 有 名 な ブ ロ ー ド ・

ウ ェ イ ・ダ ンス教 師

の ジ ャ ック ・リー ガ

ス の娘 で あ った 。 そ

の結 果 ， 彼 女 は先 ず

自分 の妹 を次 い で母

親をその父親をも教会に導 くことになったのである。四男ウ

デビュー当時右上長男バール申央次男トム

ェインは 「あなたとあなたの兄弟たちは外国公演を通して世

界の伝道活動の門戸を開 く」と祝福された。彼はスェーデン

で大いに伝道活動を助けた。以来たびたび訪問することにも

なった。

メリル兄弟，ジェイ兄弟は教師の職にある。幼いダニー兄

弟，マリー姉妹，ジ ミー兄弟もお兄 さんに負げない伝道を行

なっている。

信仰深い家族は，主の導 きを受けて，各地で伝道 し主の栄

光をあらわ してゆ く。家族そろって神を礼拝 し，知恵の言葉

を守って旅する礼儀正 しいファミリー ・コーラス隊は，各地

に福音のたねをまいてゆ くのである。

１９６９年 ユ ー ス ・コ ン フ ァ レ ン ス 日本伝道部

日本 伝 道 部 ユ ー ス ・コ ン フ ァレ ンス は来 る ８月 １４日 （木 ）

よ り１７日 （日） まで ４日間， 東 京 で 開 かれ ます 。

一 年 間 で さ らに進 歩 し，成 長 した 若 者達 の力 と意 気 を この

第 ２回 目 の大 会 で結 集 させ ま し ょう。

今 大 会 の統 一 テ ー マ は 「友 情 」 で す 。

教 会 の プ ログ ラ ムの根 底 に あ る も の は聖 徒達 が 一 団 とな っ

て 前 進 して い く姿 で す。 Ｍ ＩＡ で は と くに そ の 姿 が 発揮 され

ます 。

個人 と個 人 が， 支 部 と支 部 が ， さ らに深 い団 結 と友 情 を感

じ合 え る プ ロ グ ラ ム， そ れが ユ ー ス ・コ ン フ ァレ ン スで す。

第 二 回 ユ ース ・コ ンフ ァ レ ンス の プ ログ ラ ムは 右 の 通 りで す

日本 伝 道 部 を 次 の よ うな ブ ロ ックに分 け ま した。

（１）札 幌 室 蘭 ②旭 川， 小樽 ㈲青 森 八 戸 ，山形 ，仙 台

（４）新 潟 ，福 島，郡 山，盛 岡 ㈲ 甲府 ， 松 本 （６）群 馬 ， 前 橋

〔７凍 （８｝西 （９庸 ω北 ㈲ 中央 囮 横 浜 ，静 岡，浜 松

費 用 は参 加 費 ＋食 費 （４回 ）交 通費 （これ は％ ～ ％位 は お

返 し します ） ＋雑 費 （１，５００円） で十 分 です 。

今 回 の宿 泊 は全 て 民 泊 に しま した 。

参 加 費 は １人 １，５００円 で す。．

・これ は兄 弟 姉 妹 の交 通 費 と大 会 の 運 営 費 とな り ます。 参 加

資格 は１４歳よ り３４歳 までを原則 とします。プログラムに参加

できる人はこの資格が必要ですが，その他は全て自由です。

その他詳細は各地方部Ｍ ＩＡを通 してお知 らせ します。

プ ロ グ ラ ム 時 間 会 場 担 当 者

第

日
目

笙

百
目

笙

言
目

１４

宋）

１５

釜
）

１６

空
）

開 会 式 ・… 一 ・・５・１鯨 繭 騨 賦 二郎

三地方部選抜
バ レー ボール試 合 ２：００ ～ ４ ：００ 〃 〃

全 員 参 加 ゲ ー ム ４：００～ ５：００ 〃 〃

鯉 デ 。パー テ， ６・３・一 ・・３・鯨 西支蠣 問 竜 一

ｒ一 ラ盃 。テ。 ， ・・… 一 ・２… 日本青 年購 垣 野

ラ ンチ ピ クニ ック １２：３０～ １：３０神 宮 外 苑 野 間 恵

ス ピー チ

コ ンテ ス ト ２：００～ ４：００日本 青 年 館 ク

ド ラ マ 祭 ５：３０～ ８：３０ 〃 神 田 治

バ レーボール

優勝戦
９：００～ １１：３０東京体育館 神崎 武二郎

プ ー ル へ 行 こ う

ボー リン グを

しよ う

１２：００ ～ ２ ：００

ク

１細 治

ダ ・ ス パー ・ ・ ｝・・３・一 ・… 嬰鰍 ン石井美枝 子

舞昌（１７日）１証 会 ９●００～ ３：００東 京 西 支部 神 田 治

２７９
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